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昨年１１月には、５つの会場にて住民の皆さんと一緒にまちの課題について話し合いました。
当日は活発な意見交換をすることができました。
意見交換会でいただいたご意見は、住民の皆さんの貴重なご意見として、議会活動の場で実際に
活かす取り組みをおこなっています。
・各議員が一般質問のテーマとして意見を取り上げました。
・常任委員会（総務・産業建設・厚生）の場で議題として取り上げ、質疑・自由討議を行いました。
・当日皆さんのご意見をまとめたシート全てを役場４階ホールにて掲示しています。

（いずれも令和元年１２月議会にて実施しました）

まちづくり（内池西会議所） 11月７日㊍ 19:30～
　近江鉄道存続や駅前活性化、町全体の観光のあり方など、まちづくりに
関するご意見をいただきました。

池内賢司さん

各班に分かれて議員さんと
一歩踏み込んだ懇談ができ、
有意義な時間を過ごす
ことができました。

人口減少（西大路公民館） 11月７日㊍ 19:30～
　自治会等の負担の是非、若者にとっての魅力づくりなど、人口減少対策
についてご意見をいただきました。

岡成美さん

老若男女が集まり、
地域の課題について話し合い、
年齢に応じた各々の考えに
聞き入りました。

地域農業（中之郷会議所） 11月30日㊏ 19:30～
　後継者や担い手、獣害被害、水路補修や草刈など、具体的な農業課題に
ついてご意見をいただきました。

森岡市蔵さん

議員の皆さんには実際
の現場も知ってもらい、
さらなる整備をお願い
したいです。

まちづくり（日野公民館） 11月７日㊍ 19:30～
　空き家の増加や平和堂跡地、移住
者支援など、まちなかの活性化と維
持についてご意見をいただきました。

ここに来ている人は
積極的な人。町全体で
盛り上げていくことが
大切だと思います。

小窪善和さん

子育て・教育（日野公民館） 11月30日㊏ 19:30～
　地域での子育てや家庭教育、スポー
ツ振興など、子育て・教育環境の整
備についてご意見をいただきました。

を開催しました！
住民の皆さんとの意見交換会

自分の思いを発言
しやすい場でした。

当事者である子育て中の
ママさんやパパさんにも、
もっと参加してほしい

です。

倉橋貴子さん

2議会だより
日野町議会
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臨
時
･
非
常
勤
職
員
が
「
会
計
年

度
任
用
職
員
」
に
移
行
し
ま
す

　

◆
地
方
公
務
員
の
臨
時
･
非
常
勤

職
員
は
、
全
国
で
約
60
万
人
、
日
野
町

で
も
２
６
４
人
（
令
和
元
年
11
月
１
日

現
在
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
位
置
づ
け
や
任
用
、
勤
務
条

件
、
さ
ら
に
は
給
与
や
費
用
弁
償
に
つ

い
て
国
の
改
正
が
行
わ
れ
、新
た
に
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」
制
度
が
創
設
さ
れ
、

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
法

令
面
で
の
不
備
や
採
用
方
法
の
明
確
化

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
点
を
踏
ま
え
、
任

用
要
件
の
厳
格
化
な
ど
を
行
い
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
期
末
手
当
の
支
給
を

可
能
に
す
る
こ
と
な
ど
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
行
は
臨
時
的
任
用

職
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
一

般
事
務
職
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、

給
食
調
理
員
な
ど
は
、「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
に
移
行
し
、
う
ち
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
７
時
間
（
以
下
）

勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
「
特
別
職
非
常
勤
職
員
」

に
当
た
る
公
民
館
長
、
区
長
、
農
業
組

合
長
な
ど
の
う
ち
、
公
民
館
長
は
会
計

年
度
任
用
職
員
に
、
区
長
、
農
業
組
合

長
に
つ
い
て
は
別
途
契
約
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
ほ
か
８
件
を
可
決

　

◆
閉
会
中
の
10
月
７
、
10
、
18
日
に

決
算
特
別
委
員
会
が
行
わ
れ
、
平
成
30

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
８

件
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
最
終
日
の
審
査
終
了

後
、
決
算
の
中
で
示
さ
れ
た
事
業
成
果

の
確
認
の
た
め
、
町
道
西
大
路
鎌
掛
線

工
事
現
場
な
ど
３
箇
所
の
視
察
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
注
目
！

12
月
議
会

【臨時・非常勤職員の任用根拠変化のイメージ】 日野町の場合

常勤職員等
常勤職員等

一般職非常勤職員

特別職非常勤職員
　町長、副町長、教育長、議会議員
　教育委員、民生委員
　公民館長、区長、農業組合長など

特別職非常勤職員

臨時的任用職員
一時的に多忙な時期や産前産後休暇等の期間等

私人（業務委託・有償ボランティア）
私人（業務委託・有償ボランティア）

（改正前・現行） （令和2年4月以降）

＊区　長…別途契約　農業組合長…謝礼の支払い

町長、副町長、教育長、議会議員、
教育委員、民生委員など

会計年度任用職員
フルタイム職員 パートタイム職員

幼稚園教諭、保育士など 一般事務、給食調理員
公民館長など

臨時的
任用職員

一般事務
幼稚園教諭
保育士

給食調理員
用務員など

平成30年度決算 一般会計の概要

歳 入
94億8,369万円

前年比 3.0%増
※町税は39億4,883万円と前年度より

約5億円の増収となりました。

歳 出 89億6,677万円
前年比 2.4%増

平成30年度決算 特別会計の概要

会計区分 歳　入 歳　出 会計区分 歳　入 歳　出

国民健康保険 21億6,320万円 21億4,129万円 簡易水道 3,109万円 3,106万円

介護保険 21億2,620万円 20億  168万円 後期高齢者医療 2億5,353万円 2億4,987万円

公共下水道 8億7,714万円 8億6,596万円 西山財産区 230万円 195万円

農業集落排水 1億8,798万円 1億8,387万円 水道事業 6億5,985万円 5億7,506万円

※水道事業会計は、収益的収支を計上しています

4議会だより
日野町議会



　　　選挙投票率を考える
前号（第8号）の議会だよりでは、なぜ投票率が低くなったのか理由をお伝えしました。
第3回目は、どうすれば投票率が上がるのか（ハード面）を考えていきます。

①投票率はさらに悪化（2016年と2019年の参議院議員選挙の投票率）
　再度、昨年の参議院議員
選挙の投票率を調べてみまし
た。どの年代もさらに悪化の
一途をたどっていました。
　特に18歳・19歳の方の投
票率の低下が著しいことに驚
きました。2016年7月が高
いのは、公職選挙法改正直
後によるものでしょうか。

②現状の選挙投票方法から考えてみる
１）当日、投票所に行って投票したいがどうしていいのか分からない。
　　⇒不安があると思いますが、行ってみれば教えてくれます。
　　⇒�事前に模擬投票ができればいいですね。
２）�特に若年層において就職や進学のために一時的に生活の拠点を変え、移住先に住民票を移してい
なく、選挙人名簿登録地以外のため投票できない。

　　⇒�不在者投票ができます。（仕事や旅行などさまざまな理由で、選挙人名簿登録地以外の市区町村
にいる場合、滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができます）

３）選挙当日は選挙登録移住地にいなく投票ができない。
　　⇒�不在者投票ができます。（前項と同様に滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができます。また、

病院や老人ホームでも不在者投票ができる仕組みもあります）
　　⇒�期日前投票ができます。（同じように仕事や旅行などの理由で、選挙日前に投票ができます）
４）投票入場券を無くしてしまって投票できない。
　　⇒�入場券は、棄権防止や投票所での整理のために発行するもので、「ないと投票ができない」こと

はありません。投票所に行って無くしたことを言えば、投票ができます。

③もっと身近に、簡単に投票できないか考えてみる
１）インターネットや携帯電話を使って投票ができないものか。（選挙制度を変える必要があります）
２）人出の多いショッピングセンターで共通投票所が開設できないものか。
３）人出の多いショッピングセンターで期日前投票ができないものか。
４）移動に支援が必要な方の投票所への送り迎え（無料バス、公用車）ができないものか。
＊上記2～4は、既に他市町村選挙管理委員会で取り組みをされている事例をもとに考えてみました。

④まとめ
　若い方の投票率が下がってきているのは、現状社会の核家族化により、自らが投票に行かなければ
ならない不安もあることでしょう。まずは投票の方法を分かりやすくお伝えしました。
　次号では、選挙に関心がない若い方がどうすれば投票所に足を運んでもらえるか（ソフト面）を考
えていきます。

第3回目
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令和元年12月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）
右の QRコードを読み取ると一般質問の録画が視聴できます。

日野町議会インターネット中継 検索

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容
1 山田　人志 1.「公民館を核とした協働のまちづくり」について P.7

2 髙橋　源三郎 1. 水道事業に経営感覚を持ち、漏水調査員の配置を P.8

3 後藤　勇樹
1.�工業団地周辺道路の渋滞緩和・安全確保と県道西明寺安
部居線改良工事の今後は？
2. 日野町の農業に明るい未来を！

P.9

4 西澤　正治 1. 急務！台風・大雨対策 〜安心して暮らせるまちづくりを〜 P.10

5 奥平　英雄 1. 五月台道路の災害復旧を
2. 松尾村井線、街路樹の歩道整備を P.11

6 山本　秀喜 1. 幼保無償化に伴う入園、運営状況は
2. 学童保育の入所、運営状況は P.12

7 池元　法子
1. 日野町の農業を守る獣害対策
2. 地方切り捨てを許さない！近江鉄道存続を
3. 社会保障制度としての国民健康保険

P.13

8 谷　　成隆 1. 町内イベントをさらに盛り上げよう！
2.「日野町暮らしの便利帳」って？ P.14

9 中西　佳子 1. 防災・減災対策の充実を
2. 平和堂日野店跡地について P.15

10 齋藤　光弘 1. 農業・集落問題の対策は P.16

11 堀江　和博 1. 日野町の農業課題への対応
2. ＲＰＡ導入による業務効率化 P.17

12 野矢　貴之 1. つながる地域の力でつくる防災対策
（水害シミュレーション案、見守りオムツ配達案） P.18

13 1. 地域防災をどうしていくか
2. 道路横の案内表示板のあり方 P.19加藤　和幸

6議会だより
日野町議会



一 質般 問

答　
地
区
ご
と
の
実
情
に
よ
り
、
既

存
の
組
織
や
体
制
の
な
か
で
地
域
づ

く
り
の
対
応
を
さ
れ
た
。

問　
町
の
規
則
で
定
め
る
公
民
館

運
営
委
員
会
・
実
行
委
員
会
の
役

割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
運
営
委
員
会
の
役
割
は
、
公
民

館
事
業
の
企
画
・
調
査
審
議
で
、
実

行
委
員
会
は
、
公
民
館
事
業
の
推
進

で
あ
る
。

問　
公
民
館
と
同
じ
地
区
で
、
福

祉
や
防
犯
な
ど
課
題
ご
と
に
組
織

さ
れ
て
い
る
団
体
の
運
営
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
ご
と
に
自
主

的
に
組
織
・
運
営
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
公
民
館
運
営
委
員
会
は
地
域

づ
く
り
の
性
格
も
併
せ
持
っ
て
い

た
。
ま
た
、
課
題
別
の
団
体
は
ほ

と
ん
ど
が
行
政
か
ら
の
要
請
で
組

織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
会
務
運
営

の
事
務
仕
事
も
負
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

町
の
主
導
で
、
運
営
委
員
会
を
軸

に
各
団
体
の
機
能
を
一
元
化
し
て

地
域
づ
く
り
委
員
会
（
協
議
会
）

を
組
織
す
れ
ば
、
効
果
的
・
効
率

的
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
団

体
の
責
任
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
問

題
で
あ
る
。

問　
公
民
館
補
助
金
の
受
け
皿

の
ひ
と
つ
で
あ
る
日
野
地
区
運
営

協
議
会
で
起
こ
っ
て
い
る
議
論
を

知
っ
て
い
る
か
。

答　
解
散
の
話
も
出
た
が
、
存
続
の

方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

問　
日
野
地
区
協
は
、
ま
ち
づ
く

り
と
公
民
館
活
動
の
２
本
の
柱
を

立
て
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
に
負
担
感
が
あ
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
補
助
金
の
受
け

皿
だ
け
の
団
体
に
し
よ
う
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
が
、
地
区
協
が
公

民
館
活
動
の
主
催
者
で
あ
る
と
は

誰
も
認
識
し
て
い
な
い
。

　
そ
ん
な
存
在
感
の
な
い
団
体
な

ら
解
散
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
極

論
ま
で
出
て
き
た
が
、
解
散
し
て

困
る
の
は
行
政
側
の
実
行
委
員
会

で
、
結
局
、
行
政
が
行
政
の
た
め

に
出
し
て
い
る
補
助
金
で
は
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　
そ
れ
ら
を
全
て
解
決
す
る
方
向

と
し
て
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
広
い
意
味
の
社
会
教
育
と
捉

え
、
ま
ち
づ
く
り
の
様
々
な
活
動

を
集
約
す
る
地
域
づ
く
り
協
議
会

を
再
編
す
る
よ
う
な
考
え
方
は
で

き
な
い
の
か
。

答　
住
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
広
い
意
味
の
社
会
教
育
と
捉

え
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

各
地
区
協
議
会
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
制
度
の
柔
軟
な
運
用
を
考
え
た

い
。

　
理
念
が
先
行
し
、
制
度
設
計
が

追
い
つ
い
て
な
か
っ
た
の
が
「
公

民
館
を
核
と
し
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。

　
「
住
民
が
主
役
」
は
、「
住
民
ま

か
せ
」
で
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り

と
認
識
す
る
べ
き
で
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
「
公
民
館
を
核
と
し
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、
現
町
長
の

就
任
直
後
の
平
成
17
年
に
策
定
さ

れ
た
「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

で
、
町
政
の
重
要
な
柱
の
ひ
と
つ

に
掲
げ
ら
れ
た
構
想
で
す
。

　
そ
こ
で
、
自
律
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
か
ら
14
年
が
経
過
し
た
現
時

点
で
、
当
初
の
構
想
は
ど
こ
ま
で

実
現
で
き
た
の
か
、
停
滞
し
て
い

る
の
な
ら
何
が
問
題
な
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
意
味
で
、
一
問
一
答

で
質
問
し
ま
し
た
。

問　
当
時
、
自
律
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
は
、
町
長
の
施
政
方
針
と

受
け
止
め
た
が
、
そ
の
理
解
で
良

か
っ
た
か
。

答　
当
時
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の

中
間
年
で
あ
っ
た
が
、
財
政
事
情
の

変
化
や
地
方
分
権
の
動
向
な
ど
を
考

え
て
、
総
合
計
画
を
補
完
す
る
意
味

で
策
定
し
た
。

問　
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

提
唱
さ
れ
た
「（
仮
称
）
地
域
づ

く
り
委
員
会
」
は
、
な
ぜ
実
現
し

な
か
っ
た
の
か
。

山田 人志 議員

　「公民館を核とした
　　　　　　協働のまちづくり」について

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会
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水
道
事
業
に
経
営
感
覚

を
持
ち
、
漏
水
調
査
員
の

配
置
を

問　
①
日
野
町
の
水
道
料
金
は
滋

賀
県
下
17
市
町
で
一
番
高
く
、
県

平
均
値
と
比
較
し
て
も
平
成
29
年

度
は
40
％
も
高
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
原
因
は
当
町
が
琵
琶

湖
や
馬
渕
浄
水
場
か
ら
遠
い
た
め
、

そ
の
途
中
に
多
く
の
水
道
施
設
が

あ
る
た
め
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

う
し
た
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
に
関
わ

ら
ず
、
近
隣
市
町
と
同
じ
給
水
原

価
に
な
る
よ
う
県
に
対
し
交
渉
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
「
給
水
原
価
」
に
は
、
県
企
業

庁
に
支
払
う
「
受
水
費
」
に
加
え
、

人
件
費
・
維
持
管
理
費
・
減
価
償
却

費
等
が
含
ま
れ
て
お
り
、
給
水
原
価

は
各
市
町
で
異
な
る
。
た
だ
し
、
県

企
業
庁
に
支
払
っ
て
い
る
受
水
費
の

単
価
は
県
内
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
町
の
給
水
原
価
は
受
水

費
の
割
合
が
５
割
程
度
を
占
め
て
お

り
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
県
企

業
庁
に
対
し
契
約
水
量
や
基
本
料
金

等
の
引
き
下
げ
を
要
望
し
て
い
る
。

②
次
に
、
町
上
水
道
の
「
有
収
率 

（
※
）」
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。

（
※
有
収
率
と
は
、
町
が
各
家
庭

等
に
売
っ
た
年
間
総
水
量
を
、
県

か
ら
買
っ
た
年
間
総
水
量
で
割
っ

た
値
を
％
で
表
し
た
も
の
）

　

日
野
町
の
近
年
の
有
収
率
は
、

左
記
棒
グ
ラ
フ
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
29

年
度
の
当

町
の
有
収

率
は
、
県

下
17
市
町

の
平
均
値

87
％
と
ほ

ぼ
同
じ
値

に
な
っ
て

い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
心

は
で
き
な
い
。
有
収
率
を
高
め
て

い
く
た
め
の
行
政
と
し
て
の
努
力

が
必
要
で
す
。
草
津
市
や
大
津
市

は
94
％
以
上
を
達
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
結
局
、
日
野
町
は
水
道

水
が
年
間
ど
れ
く
ら
い
漏
水
し
て

い
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
わ
け

で
、
県
か
ら
買
っ
た
水
道
水
の
年

間
総
水
量
か
ら
、
町
が
売
っ
た
年

間
総
水
量
を
差
し
引
い
た
水
量
が

「
年
間
の
漏
水
量
」
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
漏
水
量
に
そ
の
年
度
の
供
給

単
価
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
水

道
水
が
ど
れ
程
の
金
額
、
無
駄
に

な
っ
て
い
る
か
を
算
定
で
き
る
。

　

即
ち
、
平
成
30
年
度
の
場
合
、

有
収
率
は
85
％
で
あ
り
、
よ
っ

て
漏
水
率
は
15
％
と
な
り
、
年
間

約
39
万
７
６
０
０
㎥
の
飲
料
水
が

地
面
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
、

こ
れ
に
供
給
単
価
２
２
９
円
／
㎥

を
掛
け
る
と
年
間
約
９
１
０
０
万

円
が
無
駄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。（
左
表
参
照
）

　
こ
う
し
た
無
駄
を
減
ら
す
た
め

に
も
「
漏
水
調
査
専
門
員
」
を
配

置
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

答　
町
の
有
収
率
を
高
め
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
が
、
当

町
の
有
収
率
は
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。
当
町
の
場
合
、
水
道
配
水
管

が
末
端
部
分
で
終
わ
っ
て
い
る
箇
所

が
多
く
あ
り
、
水
道
水
が
滞
留
す
る

こ
と
か
ら
、
６
月
か
ら
10
月
の
気
温

の
高
い
時
期
に
は
残
留
塩
素
濃
度
を

確
保
す
る
た
め
、
末
端
部
分
で
水
道

水
を
排
水
し
て
お
り
、
こ
れ
が
漏
水

量
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
。
こ
の

た
め
、
現
在
県
企
業
庁
で
は
残
留
塩

素
濃
度
を
引
き
上
げ
る
機
械
設
備
の

設
置
が
行
わ
れ
て
お
り
、
来
年
度
か

ら
は
残
留
塩
素
濃
度
の
確
保
に
必
要

な
水
道
水
の
排
水
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
漏
水
頻
度
の
高
い
区
間

の
配
水
管
布
設
替
工
事
の
実
施
と
、

定
期
的
な
漏
水
調
査
を
専
門
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
で
、
有
収
率
の
引
き

上
げ
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
漏
水
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
年
間
の
漏
水
量
を
水
道
料
金

に
換
算
す
れ
ば
、
い
か
に
大
き
な

ロ
ス
（
無
駄
）
が
発
生
し
て
い
る

か
が
よ
く
分
か
る
。
早
急
な
対
策

が
必
要
だ
。　

議
員
の
コ
メ
ン
ト

髙橋 源三郎 議員

　水道事業に経営感覚を持ち、
　　　　　　　漏水調査員の配置を

92.0％
90.0％
88.0％
86.0％
84.0％
82.0％

26年
度

27年
度

28年
度

29年
度

30年
度

日野町の有収率の推移（過去5年間）

88.0%
90.2%

87.9% 87.0%
85.2%

平成30年度の
上水道業務量等
配水量① 269万5千㎥

有収水量② 229万7千㎥

漏水量①-② = ③   39万8千㎥

有収率② / ① 85.2%

漏水率③ / ① 14.8%

漏水量を 25m プー
ルで換算 1,325杯分

供給単価 229円/㎥

供給単価×漏水量 約9,100万円
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一 質般 問

　
９
月
議
会
で
の
一
般
質
問
に
引

き
続
き
道
路
問
題
の
進
捗
を
尋
ね

た
。
中
在
寺
、
安
部
居
地
先
の
国

道
３
０
７
号
渋
滞
緩
和
に
向
け
、

さ
ら
な
る
町
の
積
極
姿
勢
を
望

む
。
県
道
西
明
寺
安
部
居
線
お
よ

び
町
道
奥
之
池
線
の
改
良
工
事
が

完
了
す
る
と
第
二
工
業
団
地
へ
の

通
勤
や
流
通
の
改
善
に
も
寄
与
す

る
一
方
、
交
通
量
増
加
に
対
す
る

安
全
対
策
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
ま
た
農
業
に
つ
い
て

は
11
月
25
日
に
農
家
の
方
と
国
に

要
望
に
赴
い
た
が
、
町
と
し
て
も

集
落
任
せ
に
せ
ず
積
極
的
に
関
与

し
て
、
守
り
抜
く
と
い
う
気
概
を

見
せ
て
ほ
し
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

寺
安
部
居
線
は
現
在
農
水
管
の
移
設

工
事
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。
新
設

道
路
で
は
側
溝
を
従
来
の
４
倍
の
水

量
に
対
応
で
き
る
サ
イ
ズ
と
し
、
佐

久
良
の
水
害
に
対
応
す
る
。
第
一
工

区
は
令
和
５
年
度
完
了
予
定
で
あ
る

が
、
賀
川
神
社
前
～
国
道
３
０
７
号

ま
で
の
第
二
工
区
に
つ
い
て
も
並
行

し
て
早
期
に
法
線
確
定
、
用
地
取
得

に
取
り
掛
か
り
た
い
。
な
お
本
路
線

の
制
限
速
度
は
40
キ
ロ
、
歩
道
は
自

転
車
通
行
不
可
と
す
る
予
定
。
町
道

奥
之
池
線

は
用
地
取

得
の
調
印

を
終
え
、

来
年
度
着

手
、
２
年

後
の
完
成

を
予
定
し

て
い
る
。

日
野
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
。
将
来
を
見
据
え
た

実
現
性
の
あ
る
施
策
を
！

問　
日
野
町
で
は
平
成
17
年
に

農
業
生
産
額
31
億
円
、
農
業
所

得
39
万
５
千
円
で
あ
っ
た
が
、
10

年
後
の
27
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ

23
億
２
千
万
円
、
30
万
円
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
。
近
年
の
動
向

と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
地

域
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
や
、
焼
却

施
設
な
ど
駆
除
獣
の
処
理
施
設
設

置
を
要
望
し
て
い
る
が
そ
の
進
捗

は
。
ま
た
東
近
江
市
の
市
原
土
地

改
良
区
布
引
営
農
組
合
の
よ
う
に

集
落
の
垣
根
を
超
え
た
地
域
全
体

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答　
（
農
林
課
）

　

農
業
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の

３
年
間
ほ
ど
で
約
３
億
円
ほ
ど
回
復

が
見
ら
れ
る
。
米
の
価
格
が
安
定
化

し
て
き
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
種
子

法
の
廃
止
に
よ
り
外
国
産
農
産
物
の

増
加
や
国
産
種
苗
の
流
出
等
が
危
惧

さ
れ
た
が
そ
の
よ
う
な
事
は
無
か
っ

た
。
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
豊
田
、

鳥
居
平
地
区
に
お
い
て
防
獣
柵
の
更

新
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
柵
等
の

整
備
に
新
た
な
補
助
金
を
予
定
し
て

い
る
。
要
望
の
あ
っ
た
駆
除
用
の
猟

銃
や
罠
購
入
へ
の
補
助
金
は
今
の
と

こ
ろ
難
し
い
。
焼
却
施
設
設
置
は
地

元
と
協
議
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

大
規
模
な
営
農
組
織
構
築
へ
の
サ

ポ
ー
ト
は
、
集
落
単
位
で
の
農
業
を

基
本
と
す
る
当
町
で
は
考
え
て
い
な

い
。

９
月
議
会
に
て
た
だ
し
た

工
業
団
地
周
辺
道
路
状
況

の
改
善
問
題
。
そ
の
後
の

進
捗
は
？
ま
た
起
工
さ
れ

た
県
道
西
明
寺
安
部
居
線

改
良
工
事
、
現
状
と
今
後

の
予
定
を
問
う
。

問　
第
一
・
第
二
工
業
団
地
、
ダ

イ
フ
ク
滋
賀
事
業
所
よ
り
出
さ
れ

て
い
る
周
辺
道
路
の
安
全
確
保
や

渋
滞
緩
和
の
要
望
に
つ
い
て
10
月

23
日
に
は
滋
賀
県
公
館
を
訪
ね
、

三
日
月
知
事
に
直
接
要
望
を
お
伝

え
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
11
月
22
日
に
起

工
式
が
挙
行
さ
れ
た
県
道
西
明
寺

安
部
居
線
第
一
工
区
改
良
工
事
の

今
後
の
予
定
と
佐
久
良
地
先
で
の

水
害
対
策
、
交
通
安
全
対
策
、
第

二
工
区
や
町
道
奥
之
池
線
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

答　
（
建
設
計
画
課
・
商
工
観
光
課
）

　

工
業
団
地
周
辺
道
路
の
改
善
に
つ

い
て
は
知
事
か
ら
も
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
事

業
者
、
県
、
町
に
よ
る
三
者
協
議
を

重
ね
て
い
く
予
定
。
ま
た
県
道
西
明

後藤 勇樹 議員

　日野町の農業に明るい未来を！

　工業団地周辺道路の渋滞緩和・安全確保と
　県道西明寺安部居線改良工事の今後は？

工事が始まった県道西明
寺安部居線バイパス
（佐久良地先）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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西澤 正治 議員

　急務！台風・大雨対策
　～安心して暮らせるまちづくりを～

現
在
の
対
策
は
万
全
か

問　
令
和
元
年
も
大
型
の
台
風
が

日
本
に
た
く
さ
ん
上
陸
し
、
各
地

に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
特
に
台
風
15
号
は
千
葉
県
に
上

陸
、
さ
ら
に
10
月
12
日
に
襲
来
し

た
台
風
19
号
は
関
東
か
ら
東
北
太

平
洋
沿
岸
を
襲
い
、
そ
の
後
の

大
雨
で
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
死
者
、

行
方
不
明
者
は
合
わ
せ
て
１
０
０

名
を
超
し
、
家
屋
や
農
作
物
に
も

甚
大
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
立
て
続
け
に
全
国
各
地

で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ

の
時
台
風
の
進
路
が
少
し
ず
れ
て

い
た
ら
私
た
ち
の
町
も
被
災
し
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
近
年
の
異
常
気
象
で
は
、
短
時

間
降
水
量
も
多
く
、
当
然
の
よ
う

に
河
川
の
氾
濫
、
堤
防
の
決
壊
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
河
川
改
良
工

事
が
行
わ
れ
て
い
て
も
、
河
床
に

土
砂
の
堆
積
や
雑
木
が
繁
茂
し
て

い
て
は
水
の
流
れ
が
悪
く
、
そ
れ

が
要
因
と
な
っ
て
河
川
の
氾
濫
や

堤
防
の
決
壊
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
堤
防
の
草
刈
り
は
住
民
が
行

い
ま
す
が
、
河
床
の
浚
渫
や
雑
木

の
除
去
ま
で
は
行
き
届
か
な
い
の

が
現
状
で
す
。
国
や
県
に
対
し
て

積
極
的
に
事
業
推
進
を
働
き
か
け

て
い
た
だ
く
よ
う
願
え
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
、
町
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
地

震
に
よ
り
溜
池
が
決
壊
し
、
水
が

一
気
に
流
れ
出
て
き
た
場
合
、
ど

の
程
度
浸
水
す
る
の
か
を
示
し

た
「
溜
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
河
川
に
お

い
て
も
大
雨
時
、
緊
急
に
ダ
ム
の

放
流
が
さ
れ
、
川
の
水
位
が
一
気

に
上
昇
し
被
害
が
増
す
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
へ
の
対
策
は

平
時
か
ら
正
確
に
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
一
級
河
川
の
管
理
に
つ
い
て
は

滋
賀
県
が
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
多

く
の
自
治
会
で
河
川
愛
護
活
動
に
よ

り
除
草
や
浚
渫
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
感
謝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
引
き
続
き
自
治
会
で
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

が
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
は
、
災
害

危
険
度
の
高
い
箇
所
な
ど
で
県
に
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
し
て
は
今

後
、
防
災
マ
ッ
プ
と
し
て
地
震
、
土

砂
災
害
、
洪
水
の
情
報
を
集
約
し
た

冊
子
の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
質
問
に
対
し
て
は
当
た

り
前
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。
戦

国
時
代
、
有
名
な
武
将
は
、
治
山
、

治
水
を
制
す
る
者
は
、
そ
の
国
を

制
す
る
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
は
今
も
昔
も
変
わ
り
な
い
と
思

い
ま
す
。
減
災
を
心
掛
け
、
地
域

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
努
力
し
ま
す
。　

議
員
の
コ
メ
ン
ト

土砂が堆積している一級河川

雑木が繁茂している一級河川
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一 質般 問

五
月
台
道
路
の
災
害
復
旧
を

問
　
平
成
29
年
10
月
22
日
か
ら

23
日
に
わ
た
り
、
台
風
21
号
が
日

野
町
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
台
風
21
号
の
被
害
の
中
で
五

月
台
の
小
井
口
石
ケ
谷
の
道
路
が

地
滑
り
を
し
、
今
も
そ
の
ま
ま
で

パ
イ
プ
で
囲
み
通
行
止
め
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
滑
り
を
し
た
奥
に

家
も
あ
り
、
迂
回
路
が
あ
る
よ
う

で
す
が
不
便
な
生
活
を
今
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
に

も
大
変
危
険
な
状
態
で
す
。
町
は

地
滑
り
を
し
て
２
年
以
上
経
つ
道

路
を
い
つ
ま
で
放
置
し
て
お
く
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
被
災
し
た
道
路
は
、
町
有
地
道

路
と
し
て
地
元
の
皆
様
に
管
理
を
お

願
い
し
て
い
る
道
路
で
す
。
町
は
平

成
29
年
度
の
災
害
後
に
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
を
含
め
て
必
要
な
対
策
を

講
じ
ま
し
た
。
現
在
は
車
両
通
行
止

め
の
状
態
で
す
が
人
や
自
転
車
の
通

行
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
町

と
し
て
の
対
応
は
完
了
し
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
な
が
ら
現
状
を
維
持
し
て
い
る
状

況
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
土
木
工
事

補
助
の
活
用
等
を
含
め
自
治
会
と
も

相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
尾
村
井
線
、

街
路
樹
の
歩
道
整
備
を

問
　
平
成
６
年
２
月
に
組
合
を
設

立
し
、
日
野
東
部
土
地
区
画
整
理

事
業
（
日
野
東
部
の
街
づ
く
り
）

を
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
の
左
右
に

は
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
、
新
し
い

住
宅
も
で
き
、
平
成
21
年
に
完
工

し
10
年
が
過
ぎ
街
路
樹
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
毎
年
枝
切
り
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
街
路
樹
の
根
が

張
り
歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
割

れ
、
盛
り
土
に
つ
ま
ず
く
状
態
で

す
。

　
日
野
幼
稚
園
バ
ス
停
前
は
特
に

ひ
ど
く
、
足
の
不
自
由
な
方
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
し
な
が
ら
歩
か
れ

る
と
、
大
変
危
険
な
状
態
で
す
。

根
の
撤
去
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
修

復
が
で
き
な
い
か
、
町
に
お
聞
き

し
ま
す
。

答
　
ご
指
摘
の
箇
所
を
含
め
て
街

路
樹
の
現
状
を
現
地
確
認
し
た
う
え

で
、
対
応
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
補
修
工
事
に
よ
る
実
施
を
検
討

い
た
し
ま
す
。

　
五
月
台
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
方
と
相
談
し
、
一
日
も

早
い
道
路
の
復
旧
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
危
険
な

歩
道
は
、
歩
道
の
役
目
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。現
地
の
確
認
を
し
、

早
い
対
応
を
願
い
ま
し
た
。

　
五
月
台
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
方
と
相
談
し
、
一
日
も

早
い
道
路
の
復
旧
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
危
険
な

歩
道
は
、
歩
道
の
役
目
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。現
地
の
確
認
を
し
、

早
い
対
応
を
願
い
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

奥平 英雄 議員

　松尾村井線、街路樹の歩道整備を
　五月台道路の災害復旧を

台風21号の地滑り被害の修復現状

歩道のアスファルトが割れ盛り上がる 街路樹の根が張り盛り上がる

五月台団地内道路の災害現場の現状
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一 質般 問

専
門
知
識
を
持
つ
人
材
育
成
を

問
　
農
作
物
の
被
害
を
抑
え
る
べ

き
獣
害
対
策
が
、
害
獣
の
生
息
数
減

ば
か
り
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
人
間
と
共
生
で
き
る
視
点
を

持
っ
て
、
人
と
動
物
の
棲
み
分

け
を
図
る
た
め
に
、
耕
作
放
棄
地
、

里
山
の
保
全
管
理
を
含
む
専
門
知

識
を
持
つ
人
材
育
成
が
必
要
。

　
町
の
援
助
も
含
め
一
定
の
方
向

性
を
見
つ
け
て
日
野
町
の
農
業
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
農
地
に
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
た

め
に
は
、
放
任
果
樹
の
除
去
・
無
意

識
の
餌
付
け
を
し
な
い
、
獣
を
入
れ

な
い
た
め
の
柵
の
整
備
、
加
害
個
体

を
捕
獲
す
る
た
め
の
銃
器
･
箱
罠

の
三
本
立
て
で
対
応
し
て
い
る
。

　「
日
野
町
集
落
ぐ
る
み
獣
害
対
策

事
業
」
が
現
在
10
集
落
で
取
り
組
ま

れ
、
奥
之
池
地
区
の
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

グ
の
導
入
で
サ
ル
の
追
い
払
い
の
成

功
、
鎌
掛
地
区
で
は
箱
罠
捕
獲
の
モ

デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
モ
デ
ル
と
な
る
集
落
ぐ
る
み

の
獣
害
対
策
、
広
報
･
啓
発
に
取
り
組

む
。
農
村
地
区
の
日
野
町
で
も
農
家
が

減
っ
て
き
て
お
り
、
国
は
大
規
模
農
家
を

主
に
考
え
て
い
る
が
、
大
規
模
だ
け
で
な

く
、
集
落
営
農
、
家
族
農
業
の
ト
ー
タ
ル

で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
国
策
も
幅
広
く
農

業
を
守
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
集
落
ぐ
る
み
の
補
助
制
度
を
活
か

し
、
先
進
的
な
こ
と
を
取
り
入
れ
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

近
江
鉄
道
の
存
続
を

問
　
県
と
沿
線
５
市
５
町
で
作
る

法
定
協
議
会
が
12
月
、
利
用
状
況
を

調
べ
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

来
年
３
月
に
も
鉄
道
の
存
続
･
廃
止

を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
動
き

は
、
全
国
へ
と
広
が
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
状
況
の
中
、
廃
線
に

な
っ
た
自
治
体
に
は
「
鉄
道
の
廃

止
は
地
方
切
り
捨
て
そ
の
も
の
」

と
悔
や
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　
廃
線
自
治
体
の
教
訓
を
活
か
し
て

存
続
に
繫
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

　
第
一
の
教
訓
は
都
道
府
県
知
事

の
対
応
の
重
要
性
。
第
二
の
教
訓
は
、

鉄
道
事
業
者
の
社
会
的
責
任
を
追
及

し
、
国
が
財
政
的
責
任
を
負
う
。

　
日
野
町
と
し
て
、
今
後
の
協
議

に
ぜ
ひ
こ
の
点
を
活
か
し
て
存
続

へ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
日
野
町
に
と
っ
て
も
、
近
江
鉄

道
の
存
続
は
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題

で
、
存
続
を
前
提
で
考
え
て
い
る
。

　
県
全
体
の
課
題
と
し
て
、
沿
線
自

治
体
と
情
報
共
有
や
連
携
を
図
り
協

議
を
進
め
、
町
主
催
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
一
丸
と
な
り
近
江
鉄
道
を

盛
り
上
げ
、
存
続
に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

国
民
健
康
保
険

問
　
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
は

問
題
を
抱
え
な
が
ら
来
年
度
３
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
一
般
会
計
か

ら
国
保
特
別
会
計
に
独
自
に
公
費

繰
り
入
れ
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、

国
か
ら
の
予
算
を
減
ら
す
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
措
置
を
２
０
２
０
年
度
か

ら
導
入
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
自
治
体
は
、
国
の
悪
政
言
い
な

り
で
は
な
く
、
住
民
生
活
を
守
る

防
波
堤
に
な
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
の
第
２
期
滋
賀

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
策
定

に
向
け
て
の
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
、
ど

の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
伺
う
。

答
　
国
保
の
法
定
外
繰
入
は
、
こ
れ
ま

で
か
ら
自
治
体
の
判
断
に
よ
り
対
応
で
き

る
も
の
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
国
が
そ
う

し
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
は

市
町
の
政
策
判
断
を
制
約
す
る
こ
と
に
な

り
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
第
２
期
策
定
に
向
け
て
の
協
議
の

主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
保
険
料
水
準
の

統
一
時
期
の
検
討
・
法
定
外
繰
入
の

対
応
の
検
討
で
あ
っ
た
。

　
日
野
町
か
ら
は
、
保
険
料
水
準
の

統
一
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
個
々

の
事
情
が
あ
る
中
、
早
期
に
導
入
は

難
し
い
、
県
と
し
て
慎
重
に
対
応
す

べ
き
で
あ
る
等
の
意
見
を
し
た
。

　
他
に
は
、
法
定
外
繰
入
の
取
り
扱

い
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
、
県
の

財
政
支
援
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

１
． 

国
に
農
業
を
守
る
制
度
の
働
き

か
け
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
． 

失
敗
し
た
所
の
教
訓
を
し
っ

か
り
学
ぼ
う
。

３
． 

国
の
悪
政
の
防
波
堤
に
な
っ

て
皆
保
険
制
度
を
守
ろ
う
。

１
．
国
に
農
業
を
守
る
制
度
の
働
き

か
け
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
失
敗
し
た
所
の
教
訓
を
し
っ

か
り
学
ぼ
う
。

３
．
国
の
悪
政
の
防
波
堤
に
な
っ

て
皆
保
険
制
度
を
守
ろ
う
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

池元 法子 議員

　地方切り捨てを許さない！近江鉄道存続を
　社会保障制度としての国民健康保険

　日野町の農業を守る獣害対策

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
、

運
営
状
況
と
保
育
園
に
よ

る
副
食
費
の
格
差
是
正
は

問
　
令
和
元
年
10
月
か
ら
「
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
伴
い
、

次
年
度
か
ら
の
入
園
申
し
込
み
が

増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

実
際
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。

　
発
生
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
町

の
取
り
組
み
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

①
希
望
し
た
園
に
入
園
が
可
能
な

状
況
な
の
か
。

答
　
お
住
ま
い
が
近
い
と
か
通
勤
途

上
な
ど
に
よ
り
希
望
し
た
園
に
偏
り

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
全
員
の
方
に
面

接
を
実
施
し
、
丁
寧
な
説
明
を
行
い

入
園
場
所
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

問
　
②
待
機
児
童
は
現
在
１
名
で

あ
る
が
、
更
に
増
え
る
こ
と
に
な

る
の
か
。

答
　
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
申
込
み
者

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
待

機
児
童
は
15
名
程
度
出
る
見
込
み
で

す
。
対
策
と
し
て
は
、
個
別
に
企
業

内
保
育
施
設
や
認
可
外
保
育
施
設
の

活
用
、
育
児
休
業
の
延
長
な
ど
対
応

を
相
談
し
て
い
ま
す
。

問
　
③
保
育
士
の
不
足
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
。

答
　
保
育
士
の
不
足
は
、
全
国
的
な

課
題
で
あ
り
、
県
で
は
滋
賀
県
待
機

児
童
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
中
の
保
育
人
材
確
保
部
会
に
日
野

町
か
ら
も
参
加
し
、
人
材
の
確
保
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
④
保
育
士
の
過
重
労
働
は
問

題
な
い
か
。

答
　
過
重
労
働
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
方
に
過
度
な
負
担
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
に
、
時
間
外
勤
務
の
管
理
も
含

め
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
　
⑤
保
育
園
の
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス

の
安
全
対
策
は
進
捗
し
て
い
る
の
か
。

答
　
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
の
安
全
点
検

結
果
に
基
づ
き
、
昨
年
12
月
の
補
正

予
算
で
3
4
0
0
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
⑥
保
育
園
副
食
費
は
、
公

立
保
育
園
で
月
額
4
1
0
0
円
、

私
立
保
育
園
で
4
5
0
0
円
で

格
差
が
あ
り
ま
す
。
公
私
間
で
入

園
の
調
整
を
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
格
差
の
是
正
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
保
護
者
か
ら
も
な
ぜ
公
立
と

私
立
で
違
う
の
か
と
す
る
質
問
も
あ

り
、
現
在
、
差
額
4
0
0
円
を
私

立
保
育
園
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と

を
調
整
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
入
所
、
運

営
状
況
は

問
　
学
童
保
育
の
入
所
者
数
に
お
い

て
も
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
保
育

園
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
施
設
・
支
援

員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
施
設
は
桜
谷
、
必

佐
、
日
野
、
南
比
都
佐
小
学
校
区

と
順
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
残
る
西
大
路
小
学
校
区
の
状
況
、

支
援
員
の
確
保
、
入
所
児
童
が
増

え
て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
対
応
を
問
い
ま
し
た
。

答
　
西
大
路
学
童
保
育
所
「
わ
た

ム
ッ
キ
ー
」
は
、
現
在
の
施
設
か
ら

小
学
校
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る

方
向
で
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
員
の
確
保
は
、
現
状
は
で
き

て
は
い
る
も
の
の
、
４
月
以
降
に
つ

い
て
入
所
児
童
が
増
え
る
分
、
不
足

が
見
込
ま
れ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
童
保
育
を
利
用
す
る
児
童
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
の
１
年

生
で
は
、
45
％
の
児
童
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
子
ど
も
の
数
を

考
慮
し
な
が
ら
、
既
存
施
設
の
有
効

利
用
を
図
り
、
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
の
と
こ
ろ

に
重
点
を
お
き
、他
に
公
共
施
設・

橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策
の
進
捗

と
、
深
刻
化
す
る
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
幼
保
無
償
化
に
よ

り
、
保
護
者
の
方
々
が
働
く
き
っ

か
け
作
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
入

園
場
所
調
整
や
保
育
士
さ
ん
の
確

保
の
問
題
、
更
に
は
学
童
児
童
数

の
増
大
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
の
と
こ
ろ

に
重
点
を
お
き
、他
に
公
共
施
設・

橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策
の
進
捗

と
、
深
刻
化
す
る
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
幼
保
無
償
化
に
よ

り
、
保
護
者
の
方
々
が
働
く
き
っ

か
け
作
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
入

園
場
所
調
整
や
保
育
士
さ
ん
の
確

保
の
問
題
、
更
に
は
学
童
児
童
数

の
増
大
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

山本 秀喜 議員

　学童保育の入所、運営状況は
　幼保無償化に伴う入園、運営状況は

安全対策が実施される交差点
（例：あおぞら園南側）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

12議会だより
日野町議会



一 質般 問

専
門
知
識
を
持
つ
人
材
育
成
を

問
　
農
作
物
の
被
害
を
抑
え
る
べ

き
獣
害
対
策
が
、
害
獣
の
生
息
数
減

ば
か
り
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
人
間
と
共
生
で
き
る
視
点
を

持
っ
て
、
人
と
動
物
の
棲
み
分

け
を
図
る
た
め
に
、
耕
作
放
棄
地
、

里
山
の
保
全
管
理
を
含
む
専
門
知

識
を
持
つ
人
材
育
成
が
必
要
。

　
町
の
援
助
も
含
め
一
定
の
方
向

性
を
見
つ
け
て
日
野
町
の
農
業
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
農
地
に
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
た

め
に
は
、
放
任
果
樹
の
除
去
・
無
意

識
の
餌
付
け
を
し
な
い
、
獣
を
入
れ

な
い
た
め
の
柵
の
整
備
、
加
害
個
体

を
捕
獲
す
る
た
め
の
銃
器
･
箱
罠

の
三
本
立
て
で
対
応
し
て
い
る
。

　「
日
野
町
集
落
ぐ
る
み
獣
害
対
策

事
業
」
が
現
在
10
集
落
で
取
り
組
ま

れ
、
奥
之
池
地
区
の
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

グ
の
導
入
で
サ
ル
の
追
い
払
い
の
成

功
、
鎌
掛
地
区
で
は
箱
罠
捕
獲
の
モ

デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
モ
デ
ル
と
な
る
集
落
ぐ
る
み

の
獣
害
対
策
、
広
報
･
啓
発
に
取
り
組

む
。
農
村
地
区
の
日
野
町
で
も
農
家
が

減
っ
て
き
て
お
り
、
国
は
大
規
模
農
家
を

主
に
考
え
て
い
る
が
、
大
規
模
だ
け
で
な

く
、
集
落
営
農
、
家
族
農
業
の
ト
ー
タ
ル

で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
国
策
も
幅
広
く
農

業
を
守
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
集
落
ぐ
る
み
の
補
助
制
度
を
活
か

し
、
先
進
的
な
こ
と
を
取
り
入
れ
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

近
江
鉄
道
の
存
続
を

問
　
県
と
沿
線
５
市
５
町
で
作
る

法
定
協
議
会
が
12
月
、
利
用
状
況
を

調
べ
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

来
年
３
月
に
も
鉄
道
の
存
続
･
廃
止

を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
動
き

は
、
全
国
へ
と
広
が
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
状
況
の
中
、
廃
線
に

な
っ
た
自
治
体
に
は
「
鉄
道
の
廃

止
は
地
方
切
り
捨
て
そ
の
も
の
」

と
悔
や
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　
廃
線
自
治
体
の
教
訓
を
活
か
し
て

存
続
に
繫
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

　
第
一
の
教
訓
は
都
道
府
県
知
事

の
対
応
の
重
要
性
。
第
二
の
教
訓
は
、

鉄
道
事
業
者
の
社
会
的
責
任
を
追
及

し
、
国
が
財
政
的
責
任
を
負
う
。

　
日
野
町
と
し
て
、
今
後
の
協
議

に
ぜ
ひ
こ
の
点
を
活
か
し
て
存
続

へ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
日
野
町
に
と
っ
て
も
、
近
江
鉄

道
の
存
続
は
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題

で
、
存
続
を
前
提
で
考
え
て
い
る
。

　
県
全
体
の
課
題
と
し
て
、
沿
線
自

治
体
と
情
報
共
有
や
連
携
を
図
り
協

議
を
進
め
、
町
主
催
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
一
丸
と
な
り
近
江
鉄
道
を

盛
り
上
げ
、
存
続
に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

国
民
健
康
保
険

問
　
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
は

問
題
を
抱
え
な
が
ら
来
年
度
３
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
一
般
会
計
か

ら
国
保
特
別
会
計
に
独
自
に
公
費

繰
り
入
れ
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、

国
か
ら
の
予
算
を
減
ら
す
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
措
置
を
２
０
２
０
年
度
か

ら
導
入
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
自
治
体
は
、
国
の
悪
政
言
い
な

り
で
は
な
く
、
住
民
生
活
を
守
る

防
波
堤
に
な
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
の
第
２
期
滋
賀

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
策
定

に
向
け
て
の
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
、
ど

の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
伺
う
。

答
　
国
保
の
法
定
外
繰
入
は
、
こ
れ
ま

で
か
ら
自
治
体
の
判
断
に
よ
り
対
応
で
き

る
も
の
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
国
が
そ
う

し
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
は

市
町
の
政
策
判
断
を
制
約
す
る
こ
と
に
な

り
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
第
２
期
策
定
に
向
け
て
の
協
議
の

主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
保
険
料
水
準
の

統
一
時
期
の
検
討
・
法
定
外
繰
入
の

対
応
の
検
討
で
あ
っ
た
。

　
日
野
町
か
ら
は
、
保
険
料
水
準
の

統
一
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
個
々

の
事
情
が
あ
る
中
、
早
期
に
導
入
は

難
し
い
、
県
と
し
て
慎
重
に
対
応
す

べ
き
で
あ
る
等
の
意
見
を
し
た
。

　
他
に
は
、
法
定
外
繰
入
の
取
り
扱

い
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
、
県
の

財
政
支
援
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

１
． 

国
に
農
業
を
守
る
制
度
の
働
き

か
け
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
． 

失
敗
し
た
所
の
教
訓
を
し
っ

か
り
学
ぼ
う
。

３
． 

国
の
悪
政
の
防
波
堤
に
な
っ

て
皆
保
険
制
度
を
守
ろ
う
。

１
．
国
に
農
業
を
守
る
制
度
の
働
き

か
け
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
失
敗
し
た
所
の
教
訓
を
し
っ

か
り
学
ぼ
う
。

３
．
国
の
悪
政
の
防
波
堤
に
な
っ

て
皆
保
険
制
度
を
守
ろ
う
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

池元 法子 議員

　地方切り捨てを許さない！近江鉄道存続を
　社会保障制度としての国民健康保険

　日野町の農業を守る獣害対策

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
、

運
営
状
況
と
保
育
園
に
よ

る
副
食
費
の
格
差
是
正
は

問
　
令
和
元
年
10
月
か
ら
「
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
伴
い
、

次
年
度
か
ら
の
入
園
申
し
込
み
が

増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

実
際
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。

　
発
生
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
町

の
取
り
組
み
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

①
希
望
し
た
園
に
入
園
が
可
能
な

状
況
な
の
か
。

答
　
お
住
ま
い
が
近
い
と
か
通
勤
途

上
な
ど
に
よ
り
希
望
し
た
園
に
偏
り

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
全
員
の
方
に
面

接
を
実
施
し
、
丁
寧
な
説
明
を
行
い

入
園
場
所
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

問
　
②
待
機
児
童
は
現
在
１
名
で

あ
る
が
、
更
に
増
え
る
こ
と
に
な

る
の
か
。

答
　
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
申
込
み
者

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
待

機
児
童
は
15
名
程
度
出
る
見
込
み
で

す
。
対
策
と
し
て
は
、
個
別
に
企
業

内
保
育
施
設
や
認
可
外
保
育
施
設
の

活
用
、
育
児
休
業
の
延
長
な
ど
対
応

を
相
談
し
て
い
ま
す
。

問
　
③
保
育
士
の
不
足
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
。

答
　
保
育
士
の
不
足
は
、
全
国
的
な

課
題
で
あ
り
、
県
で
は
滋
賀
県
待
機

児
童
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
中
の
保
育
人
材
確
保
部
会
に
日
野

町
か
ら
も
参
加
し
、
人
材
の
確
保
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
④
保
育
士
の
過
重
労
働
は
問

題
な
い
か
。

答
　
過
重
労
働
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
方
に
過
度
な
負
担
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
に
、
時
間
外
勤
務
の
管
理
も
含

め
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
　
⑤
保
育
園
の
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス

の
安
全
対
策
は
進
捗
し
て
い
る
の
か
。

答
　
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
の
安
全
点
検

結
果
に
基
づ
き
、
昨
年
12
月
の
補
正

予
算
で
3
4
0
0
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
⑥
保
育
園
副
食
費
は
、
公

立
保
育
園
で
月
額
4
1
0
0
円
、

私
立
保
育
園
で
4
5
0
0
円
で

格
差
が
あ
り
ま
す
。
公
私
間
で
入

園
の
調
整
を
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
格
差
の
是
正
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
保
護
者
か
ら
も
な
ぜ
公
立
と

私
立
で
違
う
の
か
と
す
る
質
問
も
あ

り
、
現
在
、
差
額
4
0
0
円
を
私

立
保
育
園
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と

を
調
整
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
入
所
、
運

営
状
況
は

問
　
学
童
保
育
の
入
所
者
数
に
お
い

て
も
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
保
育

園
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
施
設
・
支
援

員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
施
設
は
桜
谷
、
必

佐
、
日
野
、
南
比
都
佐
小
学
校
区

と
順
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
残
る
西
大
路
小
学
校
区
の
状
況
、

支
援
員
の
確
保
、
入
所
児
童
が
増

え
て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
対
応
を
問
い
ま
し
た
。

答
　
西
大
路
学
童
保
育
所
「
わ
た

ム
ッ
キ
ー
」
は
、
現
在
の
施
設
か
ら

小
学
校
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る

方
向
で
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
員
の
確
保
は
、
現
状
は
で
き

て
は
い
る
も
の
の
、
４
月
以
降
に
つ

い
て
入
所
児
童
が
増
え
る
分
、
不
足

が
見
込
ま
れ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
童
保
育
を
利
用
す
る
児
童
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
の
１
年

生
で
は
、
45
％
の
児
童
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
子
ど
も
の
数
を

考
慮
し
な
が
ら
、
既
存
施
設
の
有
効

利
用
を
図
り
、
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
の
と
こ
ろ

に
重
点
を
お
き
、他
に
公
共
施
設・

橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策
の
進
捗

と
、
深
刻
化
す
る
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
幼
保
無
償
化
に
よ

り
、
保
護
者
の
方
々
が
働
く
き
っ

か
け
作
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
入

園
場
所
調
整
や
保
育
士
さ
ん
の
確

保
の
問
題
、
更
に
は
学
童
児
童
数

の
増
大
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
の
と
こ
ろ

に
重
点
を
お
き
、他
に
公
共
施
設・

橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策
の
進
捗

と
、
深
刻
化
す
る
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
幼
保
無
償
化
に
よ

り
、
保
護
者
の
方
々
が
働
く
き
っ

か
け
作
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
入

園
場
所
調
整
や
保
育
士
さ
ん
の
確

保
の
問
題
、
更
に
は
学
童
児
童
数

の
増
大
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

山本 秀喜 議員

　学童保育の入所、運営状況は
　幼保無償化に伴う入園、運営状況は

安全対策が実施される交差点
（例：あおぞら園南側）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

問
　
近
年
、
災
害
が
多
く
、
将

来
大
規
模
地
震
も
予
測
さ
れ
る
中
、

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

自
分
で
自
身
や
家
族
を
守
る
「
自

助
」、
地
域
で
の
助
け
合
い
「
共

助
」、
行
政
の
取
り
組
み
「
公
助
」

が
ま
す
ま
す
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
よ
う
伺
う
。

①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
支

援
計
画
と
避
難
支
援
体
制
の
整
備

状
況
は
。

②
要
配
慮
者
利
用
施
設
や
事
業
所

等
の
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
は
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
状
況

④
自
主
防
災
組
織
の
育
成
は
。

⑤
「
地
区
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

町
の
見
解
は
。

答
　
①
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し

の
方
や
要
介
護
認

定
の
高
齢
者
、
障

害
の
あ
る
方
な
ど

二
千
三
百
名
余
り

の
方
の
名
簿
を
整

備
し
て
い
る
。
特
に
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
る
六
百
名
余
り
の
方
に
つ
い

て
は
、
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。
し
か
し
、
昨
年
七
月
の
西
日

本
豪
雨
で
在
宅
高
齢
者
な
ど
へ
の
避

難
支
援
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
本
年
か
ら
自
治
会
に
職
員
が
入

り
、
区
長
、
役
員
の
方
等
を
含
め
「
誰

が
ど
の
方
を
ど
こ
に
避
難
さ
せ
る
の

か
」
個
別
支
援
計
画
に
追
記
を
お
願

い
し
て
い
る
。

②
各
事
業
所
で
、
防
災
訓
練
を
定
期

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
主
に
防

火
訓
練
と
な
る
が
、
地
震
等
も
想
定

さ
れ
訓
練
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

③
今
後
、
県
の
最
新
デ
ー
タ
に
基
づ

き
情
報
を
更
新
し
、
冊
子
で
作
成
予
定

で
あ
る
。

④
自
主
防
災
組
織
設
立
に
係
る
補
助

金
制
度
を
設
け
る
と
共
に
、
防
災
を

テ
ー
マ
と
し
た
出
前
講
座
等
の
機
会

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

⑤
平
成
26
年
施
行
の
災
害
対
策
基
本

法
改
正
に
伴
い
、
区
や
町
内
会
、
自

主
防
災
組
織
等
に
よ
る
自
発
的
な
防

災
活
動
に
関
す
る
地
区
防
災
計
画
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
住
民
自
ら
が
地

域
の
特
性
を
把
握
し
た
上
で
、
地
区

防
災
計
画
を
定
め
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
和
堂
日
野
店
跡
地
に

つ
い
て

問
　「
ま
ち
な
か
」
と
言
わ
れ
て

い
る
通
り
に
は
、
日
野
警
部
交
番

跡
地
、
そ
し
て
平
和
堂
日
野
店
跡

地
と
大
き
な
空
き
地
が
２
箇
所
も

あ
り
、
賑
わ
い
が
薄
れ
て
い
く
風

景
に
感
じ
ま
す
。
ま
ち
な
か
を
考

え
る
住
民
有
志
に
よ
り
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
さ
れ
、
ま
ち
な
か
活
性

化
へ
の
思
い
を
感
じ
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
平
和
堂
日
野
店
閉
店
後

の
跡
地
対
策
を
求
め
る
決
議
を
し
、

付
帯
決
議
に
も
先
の
決
議
の
内
容

を
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

①
町
と
平
和
堂
さ
ん
と
の
協
議
状

況
は
。

②
第
六
次
日
野
町
総
合
計
画
策
定

の
中
で
、
跡
地
に
つ
い
て
も
ご
意

見
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
は
。

③
総
合
計
画
懇
話
会
で
の
検
討
は
。

④
町
の
方
向
性
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
　
①
平
成
31
年
２
月
21
日
に
副
町

長
が
平
和
堂
開
発
部
長
と
懇
談
し
、

当
面
は
待
た
せ
て
も
ら
う
と
い
う
内

容
の
お
返
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
住
民
意
識
調
査
や
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
等
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
何
と
か
し

て
ほ
し
い
等
、
活
用
の
方
策
に
つ
い

て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
総
合
計
画
懇
話
会
委
員
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
も
伺
い
、
今
後
の
日
野
町

を
考
え
る
視
点
で
跡
地
の
検
討
も
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
検
討

い
た
だ
い
た
内
容
を
踏
ま
え
、
用
地

の
取
得
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

判
断
し
た
い
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
災
害

対
策
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。平
和
堂
跡
地
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ち
な
か
」
の
賑
わ
い
が
も
ど

る
利
活
用
を
願
い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
災
害

対
策
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。平
和
堂
跡
地
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ち
な
か
」
の
賑
わ
い
が
も
ど

る
利
活
用
を
願
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

中西 佳子 議員

　平和堂日野店跡地について
　防災・減災対策の充実を

イ
ベ
ン
ト
間
の
連
携
を
！

問
　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
議
員
と

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

で
観
光
客
の
誘
致
問
題
が
話
題
と

な
り
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
が
バ
ラ
バ

ラ
で
横
の
つ
な
が
り
が
な
い
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
に

訪
れ
る
観
光
来
場
者
数
は
別
表
の

通
り
で
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

① 

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
担
当
窓
口
は

違
っ
て
い
て
も
、
互
い
に
連
携

を
取
っ
て
い
ま
す
か
。

② 

10
月
20
日
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト

が
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③ 

氏
郷
ま
つ
り
「
夏
の
陣
」
お
よ

び
「
楽
市
楽
座
」
の
開
催
に
つ

い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
①
主
催
者
は
様
々
で
あ
り
、
全

て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
町

が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
情
報
把
握
と
連
携
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

②
主
催
団
体
に
よ
る
情
報
共
有
の
場

を
持
つ
と
と
も
に
、
日
野
め
〜
る
で

周
知
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
重
な
っ

た
こ
と
へ
の
不
満
の
声
も
一
部
あ
り

ま
し
た
が
、
相
互
の
来
場
者
が
行
き

来
し
賑
わ
い
に
つ
な
が
っ
た
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。
目
的
や
歴
史
、
来

場
者
等
の
状
況
か
ら
日
程
が
重
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
関
係
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
日
程
が
重
な
っ
た
際

は
、
情
報
共
有
と
相
乗
効
果
が
図
れ

る
よ
う
連
携
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
夏
の
陣
、
楽
市
楽
座
を
企
画
実

施
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
商
工
会
や

農
協
、
建
築
組
合
、
商
業
協
同
組
合
、

農
業
委
員
会
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
連
携

が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
日
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

に
つ
い
て

問
　
町
内
の
各
事
業
所
に
日
野
町

長
藤
澤
直
広
名
に
て
「
住
民
の
皆

様
へ
の
効
率
的
、
効
果
的
な
情
報

提
供
を
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者

と
の
官
民
共
同
事
業
と
し
て
発
行

す
る
も
の
で
す
。
紙
面
に
は
行
政

情
報
の
ほ
か
地
域
企
業
・
事
業
所

様
の
広
告
を
掲
載
し
、
そ
の
広
告

料
を
も
と
に
発
行
す
る
も
の
で
あ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
通
知
が

あ
り
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

の
支
店
長
代
理
が
広
告
勧
誘
の
た

め
訪
問
営
業
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
件
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
日
野
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
が
協
定
を
締
結
し
、
官
民
協
働

で
作
成
す
る
行
政
情
報
誌
で
あ
り
、

町
内
全
戸
配
布
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
情
報
誌
は
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
作
成
か
ら
配
布
ま
で
の

業
務
を
実
施
し
、
町
内
事
業
所
等
の

広
告
料
収
入
を
財
源
と
し
て
、
町
で

は
作
成
に
必
要
と
な
る
行
政
情
報
の

提
供
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
防
災
・

救
急
、
届
出
、
証
明
、
税
金
な
ど
の

行
政
情
報
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
、

観
光
、
祭
り
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
で
生
活
を
す
る
上
で
必
要
と
な

る
情
報
や
連
絡
先
、
相
談
場
所
な
ど

が
掲
載
さ
れ
た
冊
子
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
の
暮
ら

し
の
中
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
に
観
光
客
が
来
ら
れ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
が
よ
く
わ
か
り
伝
わ

り
繋
が
り
が
で
き
る
情
報
が
必
要
。

何
回
も
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
住
民
だ
け
で
な
く
行
政
も

力
を
添
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　「
日
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に

つ
い
て
は
町
が
業
者
に
丸
投
げ
す

る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
さ
ん
に
理

解
で
き
る
周
知
が
必
要
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
疑
問
が
残
る
。

　
日
野
町
に
観
光
客
が
来
ら
れ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
が
よ
く
わ
か
り
伝
わ

り
繋
が
り
が
で
き
る
情
報
が
必
要
。

何
回
も
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
住
民
だ
け
で
な
く
行
政
も

力
を
添
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　「
日
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に

つ
い
て
は
町
が
業
者
に
丸
投
げ
す

る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
さ
ん
に
理

解
で
き
る
周
知
が
必
要
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
疑
問
が
残
る
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

谷 成隆 議員

　「日野町暮らしの便利帳」って？
　町内イベントをさらに盛り上げよう！

日野ひなまつり紀行

2019年 観光来場者数 （人）
２月 日野ひなまつり紀行 15,800
４月 しゃくなげ渓観光 1,900
５月 日野祭 32,000
８月 氏郷まつり夏の陣 13,000
10月 秋の桟敷窓アート 2,500
〃 HINO BIG TIME GROOVE 2,000
〃 日野高あおぞら文化祭（駅前） 800
〃 わたむきの里まつり 1,000
〃 氏郷まつり楽市楽座 12,000
11月 ふれあい綿向山Day 1,300

合　　　計 82,300

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

14議会だより
日野町議会



一 質般 問

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

問
　
近
年
、
災
害
が
多
く
、
将

来
大
規
模
地
震
も
予
測
さ
れ
る
中
、

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

自
分
で
自
身
や
家
族
を
守
る
「
自

助
」、
地
域
で
の
助
け
合
い
「
共

助
」、
行
政
の
取
り
組
み
「
公
助
」

が
ま
す
ま
す
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
よ
う
伺
う
。

①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
支

援
計
画
と
避
難
支
援
体
制
の
整
備

状
況
は
。

②
要
配
慮
者
利
用
施
設
や
事
業
所

等
の
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
は
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
状
況

④
自
主
防
災
組
織
の
育
成
は
。

⑤
「
地
区
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

町
の
見
解
は
。

答
　
①
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し

の
方
や
要
介
護
認

定
の
高
齢
者
、
障

害
の
あ
る
方
な
ど

二
千
三
百
名
余
り

の
方
の
名
簿
を
整

備
し
て
い
る
。
特
に
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
る
六
百
名
余
り
の
方
に
つ
い

て
は
、
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。
し
か
し
、
昨
年
七
月
の
西
日

本
豪
雨
で
在
宅
高
齢
者
な
ど
へ
の
避

難
支
援
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
本
年
か
ら
自
治
会
に
職
員
が
入

り
、
区
長
、
役
員
の
方
等
を
含
め
「
誰

が
ど
の
方
を
ど
こ
に
避
難
さ
せ
る
の

か
」
個
別
支
援
計
画
に
追
記
を
お
願

い
し
て
い
る
。

②
各
事
業
所
で
、
防
災
訓
練
を
定
期

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
主
に
防

火
訓
練
と
な
る
が
、
地
震
等
も
想
定

さ
れ
訓
練
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

③
今
後
、
県
の
最
新
デ
ー
タ
に
基
づ

き
情
報
を
更
新
し
、
冊
子
で
作
成
予
定

で
あ
る
。

④
自
主
防
災
組
織
設
立
に
係
る
補
助

金
制
度
を
設
け
る
と
共
に
、
防
災
を

テ
ー
マ
と
し
た
出
前
講
座
等
の
機
会

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

⑤
平
成
26
年
施
行
の
災
害
対
策
基
本

法
改
正
に
伴
い
、
区
や
町
内
会
、
自

主
防
災
組
織
等
に
よ
る
自
発
的
な
防

災
活
動
に
関
す
る
地
区
防
災
計
画
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
住
民
自
ら
が
地

域
の
特
性
を
把
握
し
た
上
で
、
地
区

防
災
計
画
を
定
め
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
和
堂
日
野
店
跡
地
に

つ
い
て

問
　「
ま
ち
な
か
」
と
言
わ
れ
て

い
る
通
り
に
は
、
日
野
警
部
交
番

跡
地
、
そ
し
て
平
和
堂
日
野
店
跡

地
と
大
き
な
空
き
地
が
２
箇
所
も

あ
り
、
賑
わ
い
が
薄
れ
て
い
く
風

景
に
感
じ
ま
す
。
ま
ち
な
か
を
考

え
る
住
民
有
志
に
よ
り
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
さ
れ
、
ま
ち
な
か
活
性

化
へ
の
思
い
を
感
じ
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
平
和
堂
日
野
店
閉
店
後

の
跡
地
対
策
を
求
め
る
決
議
を
し
、

付
帯
決
議
に
も
先
の
決
議
の
内
容

を
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

①
町
と
平
和
堂
さ
ん
と
の
協
議
状

況
は
。

②
第
六
次
日
野
町
総
合
計
画
策
定

の
中
で
、
跡
地
に
つ
い
て
も
ご
意

見
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
は
。

③
総
合
計
画
懇
話
会
で
の
検
討
は
。

④
町
の
方
向
性
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
　
①
平
成
31
年
２
月
21
日
に
副
町

長
が
平
和
堂
開
発
部
長
と
懇
談
し
、

当
面
は
待
た
せ
て
も
ら
う
と
い
う
内

容
の
お
返
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
住
民
意
識
調
査
や
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
等
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
何
と
か
し

て
ほ
し
い
等
、
活
用
の
方
策
に
つ
い

て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
総
合
計
画
懇
話
会
委
員
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
も
伺
い
、
今
後
の
日
野
町

を
考
え
る
視
点
で
跡
地
の
検
討
も
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
検
討

い
た
だ
い
た
内
容
を
踏
ま
え
、
用
地

の
取
得
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

判
断
し
た
い
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
災
害

対
策
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。平
和
堂
跡
地
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ち
な
か
」
の
賑
わ
い
が
も
ど

る
利
活
用
を
願
い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
災
害

対
策
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。平
和
堂
跡
地
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ち
な
か
」
の
賑
わ
い
が
も
ど

る
利
活
用
を
願
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

中西 佳子 議員

　平和堂日野店跡地について
　防災・減災対策の充実を

イ
ベ
ン
ト
間
の
連
携
を
！

問
　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
議
員
と

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

で
観
光
客
の
誘
致
問
題
が
話
題
と

な
り
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
が
バ
ラ
バ

ラ
で
横
の
つ
な
が
り
が
な
い
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
に

訪
れ
る
観
光
来
場
者
数
は
別
表
の

通
り
で
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

① 

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
担
当
窓
口
は

違
っ
て
い
て
も
、
互
い
に
連
携

を
取
っ
て
い
ま
す
か
。

② 

10
月
20
日
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト

が
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③ 

氏
郷
ま
つ
り
「
夏
の
陣
」
お
よ

び
「
楽
市
楽
座
」
の
開
催
に
つ

い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
①
主
催
者
は
様
々
で
あ
り
、
全

て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
町

が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
情
報
把
握
と
連
携
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

②
主
催
団
体
に
よ
る
情
報
共
有
の
場

を
持
つ
と
と
も
に
、
日
野
め
〜
る
で

周
知
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
重
な
っ

た
こ
と
へ
の
不
満
の
声
も
一
部
あ
り

ま
し
た
が
、
相
互
の
来
場
者
が
行
き

来
し
賑
わ
い
に
つ
な
が
っ
た
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。
目
的
や
歴
史
、
来

場
者
等
の
状
況
か
ら
日
程
が
重
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
関
係
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
日
程
が
重
な
っ
た
際

は
、
情
報
共
有
と
相
乗
効
果
が
図
れ

る
よ
う
連
携
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
夏
の
陣
、
楽
市
楽
座
を
企
画
実

施
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
商
工
会
や

農
協
、
建
築
組
合
、
商
業
協
同
組
合
、

農
業
委
員
会
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
連
携

が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
日
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

に
つ
い
て

問
　
町
内
の
各
事
業
所
に
日
野
町

長
藤
澤
直
広
名
に
て
「
住
民
の
皆

様
へ
の
効
率
的
、
効
果
的
な
情
報

提
供
を
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者

と
の
官
民
共
同
事
業
と
し
て
発
行

す
る
も
の
で
す
。
紙
面
に
は
行
政

情
報
の
ほ
か
地
域
企
業
・
事
業
所

様
の
広
告
を
掲
載
し
、
そ
の
広
告

料
を
も
と
に
発
行
す
る
も
の
で
あ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
通
知
が

あ
り
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

の
支
店
長
代
理
が
広
告
勧
誘
の
た

め
訪
問
営
業
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
件
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
日
野
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
が
協
定
を
締
結
し
、
官
民
協
働

で
作
成
す
る
行
政
情
報
誌
で
あ
り
、

町
内
全
戸
配
布
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
情
報
誌
は
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
作
成
か
ら
配
布
ま
で
の

業
務
を
実
施
し
、
町
内
事
業
所
等
の

広
告
料
収
入
を
財
源
と
し
て
、
町
で

は
作
成
に
必
要
と
な
る
行
政
情
報
の

提
供
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
防
災
・

救
急
、
届
出
、
証
明
、
税
金
な
ど
の

行
政
情
報
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
、

観
光
、
祭
り
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
で
生
活
を
す
る
上
で
必
要
と
な

る
情
報
や
連
絡
先
、
相
談
場
所
な
ど

が
掲
載
さ
れ
た
冊
子
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
の
暮
ら

し
の
中
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
に
観
光
客
が
来
ら
れ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
が
よ
く
わ
か
り
伝
わ

り
繋
が
り
が
で
き
る
情
報
が
必
要
。

何
回
も
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
住
民
だ
け
で
な
く
行
政
も

力
を
添
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　「
日
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に

つ
い
て
は
町
が
業
者
に
丸
投
げ
す

る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
さ
ん
に
理

解
で
き
る
周
知
が
必
要
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
疑
問
が
残
る
。

　
日
野
町
に
観
光
客
が
来
ら
れ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
が
よ
く
わ
か
り
伝
わ

り
繋
が
り
が
で
き
る
情
報
が
必
要
。

何
回
も
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
住
民
だ
け
で
な
く
行
政
も

力
を
添
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　「
日
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に

つ
い
て
は
町
が
業
者
に
丸
投
げ
す

る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
さ
ん
に
理

解
で
き
る
周
知
が
必
要
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
疑
問
が
残
る
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

谷 成隆 議員

　「日野町暮らしの便利帳」って？
　町内イベントをさらに盛り上げよう！

日野ひなまつり紀行

2019年 観光来場者数 （人）
２月 日野ひなまつり紀行 15,800
４月 しゃくなげ渓観光 1,900
５月 日野祭 32,000
８月 氏郷まつり夏の陣 13,000
10月 秋の桟敷窓アート 2,500
〃 HINO BIG TIME GROOVE 2,000
〃 日野高あおぞら文化祭（駅前） 800
〃 わたむきの里まつり 1,000
〃 氏郷まつり楽市楽座 12,000
11月 ふれあい綿向山Day 1,300

合　　　計 82,300

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

15 議会だより
日野町議会



一 質般 問

農
業
課
題
へ
の
対
応

問
　
先
日
の
「
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
会
（
中
之
郷
会
議
所・

地
域
農
業
）」
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
質
問
を
し
ま
す
。

高
額
な
水
利
費
に
つ
い
て

答
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電
気
料

金
の
値
上
げ
、
消
費
増
税
、
農
業
水
利

施
設
の
長
寿
命
化
負
担
分
な
ど
が
影
響

し
、
10
ａ
あ
た
り
3
9
0
0
円
か
ら

5
3
0
0
円
と
な
っ
た
。
日
野
川
流

域
土
地
改
良
区
理
事
会
・
総
代
会
で
承

認
、組
合
員
に
負
担
を
お
願
い
さ
れ
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理

答
　
海
洋
ご
み
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
が
注
目
さ
れ
、
農
業
分
野
に
お

い
て
も
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
と
町
で
協
議
会
を
設
立
し
年
２

回
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
樹
脂
由
来

の
被
膜
を
用
い
た
被
覆
肥
料
は
、
被

覆
殻
が
河
川
へ
流
出
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
代
か
き
や
田
植
え

前
の
強
制
落
水
を
避
け
る
な
ど
被
覆

肥
料
殻
が
圃
場
か
ら
流
れ
出
な
い
よ

う
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

水
路
な
ど
の
維
持
管
理

答
　
水
路
な
ど
農
業
施
設
の
維
持
管

理
は
「
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と

保
全
向
上
対
策
」
の
資
源
向
上
支
払
交

付
金
を
活
用
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
対

応
を
基
本
に
お
願
い
し
て
い
る
。

草
刈
り
と
獣
害
対
策

答
　
草
刈
り
に
つ
い
て
は
営
農
活

動
に
必
要
な
作
業
で
あ
り
、
農
家
や

集
落
に
お
い
て
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
。
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
集
落

ぐ
る
み
で
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で

効
果
が
み
ら
れ
る
。
補
助
制
度
の
他
、

研
修
会
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
な

ど
で
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
効
率
化

問
　Ｒ
Ｐ
Ａ（
ア
ー
ル
ピ
ー
エ
ー・

R
o
b
o
tic

 

P
ro
c
e
s
s 

Autom
ation

）
と
は
「
業
務
や

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
自
動
化
」
を
意

味
し
、
Ｐ
Ｃ
を
用
い
た
単
純
業
務

の
ほ
と
ん
ど
を
自
動
化
す
る
可
能

性
を
も
ち
ま
す
。
業
務
効
率
化
の

た
め
に
、
今
後
、
導
入
を
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
見
解
を
う
か
が
い
ま
す
。

答
　
総
務
大
臣
主
催
の
自
治
体
戦
略

2
0
4
0
構
想
研
究
会
第
２
次
報
告

の
中
に
、
人
工
知
能
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
自
治
体
へ
の
転
換
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
判
断
を
伴
わ
な
い
単
純

作
業
に
向
い
て
お
り
、
一
部
自
治
体

で
は
実
証
実
験
と
し
て
個
々
具
体
的

な
事
務
の
検
証
を
さ
れ
て
い
る
。
当

町
に
お
い
て
は
、
業
務
量
や
そ
の
業

務
に
か
か
る
委
託
料
、
人
件
費
、
業

務
内
容
、
他
市
町
の
成
果
な
ど
を
比

較
し
、
総
合
的
に
検
証
し
た
上
で
研

究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
農
業
課
題
へ
の
対
応
】

　
地
域
農
業
の
維
持
に
は
「
集
落

ぐ
る
み
」
の
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
す
。
町
に
は
制
度
的
サ
ポ
ー
ト

の
ほ
か
、
実
際
に
集
落
に
入
り
込

み
、
住
民
全
体
か
ら
の
協
力
体
制

構
築
の
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
を
担
う
な
ど
、
積
極
的
な

姿
勢
を
強
く
望
み
ま
す
。

【
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
効
率
化
】

　
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
今
ま
で

以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
は
不
可
欠
で
す
。

国
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
積
極
的

な
検
討
を
望
み
ま
す
。

【
農
業
課
題
へ
の
対
応
】

　
地
域
農
業
の
維
持
に
は
「
集
落

ぐ
る
み
」
の
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
す
。
町
に
は
制
度
的
サ
ポ
ー
ト

の
ほ
か
、
実
際
に
集
落
に
入
り
込

み
、
住
民
全
体
か
ら
の
協
力
体
制

構
築
の
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
を
担
う
な
ど
、
積
極
的
な

姿
勢
を
強
く
望
み
ま
す
。

【
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
効
率
化
】

　
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
今
ま
で

以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
は
不
可
欠
で
す
。

国
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
積
極
的

な
検
討
を
望
み
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

堀江 和博 議員

　RPA導入による業務効率化
　日野町の農業課題への対応

地域農業をテーマとした意見交換会

RPA 導入対象業務の例

税務 ・軽自動車登録業務
・給与所得者異動届出書管理業務

財務 ・支出命令書作成業務
・支出伝票作成業務

医療 ・健診結果入力業務
・がん検診未受診案内対象者抽出業務

福祉 ・介護給付費継続通知書作成業務
・指定自立支援医療機関等管理業務

子育て ・保育所入所申請入力業務
組織 ・時間外勤務集計業務

農
業
・
集
落
問
題
の

課
題
解
決
の
対
策
は

　
農
業
従
事
者
の
方
か
ら
も
、
先

行
き
不
安
の
声
を
聞
く
中
で
、「
こ

の
ま
ま
で
は
、
地
域
農
業
の
将
来

は
大
変
な
状
況
に
な
る
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
一
問
一
答
で
質
問
し

ま
し
た
。

問
　
農
業
の
担
い
手
の
人
材
確
保

・
育
成
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　「
将
来
、
集
落
の
農
地
を
誰
が

守
る
の
か
」
を
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

集
落
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
担
い
手

の
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

る
。問

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と

再
生
利
用
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
農
業
委
員
が
農
地
利
用
を
調
査

し
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に
努

め
て
い
る
。
耕
作
意
志
の
な
い
農
地

は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
担

い
手
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
進

め
て
い
る
。

問
　
家
族
農
家
の
重
要
性
と
持
続

可
能
な
農
業
経
営
の
確
立
を
ど
う

す
る
の
か
。

答
　
農
村
の
維
持
、
景
観
や
集
落
機
能

の
維
持
、文
化
の
継
承
と
い
っ
た「
農
業
・

農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
」
が
重
要
視

さ
れ
て
お
り
、
小
規
模
な
家
族
経
営
の

果
た
す
役
割
も
少
な
く
な
い
。
家
族
経

営
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
集
落
営
農
の

組
織
化
や
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
な
ど

へ
の
誘
導
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

問
　
新
規
就
農
者
や
集
落
営
農
組

合
へ
の
支
援
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
新
規
就
農
者
に
は
、
就
農
資
金

や
機
械
補
助
の
活
用
を
図
る
な
ど
し

て
支
え
て
い
る
。
集
落
営
農
組
織
の

高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

農
業
が
持
続
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

関
係
機
関
や
集
落
、
農
業
者
と
議
論

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
食
料
の
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
国
産
農
産
物
を
積
極
的
に
消
費

す
る
こ
と
も
必
要
。
生
産
者
に
は
水

稲
だ
け
で
な
く
野
菜
や
飼
料
作
物
な

ど
の
生
産
を
誘
導
し
、
消
費
者
に
は

地
産
地
消
の
啓
発
も
行
う
な
ど
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
野
菜
等
加
工
施
設
の

安
定
運
営
で
き
る
よ
う
に

問
　
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
生
産
者
の
連

携
取
り
組
み
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

答
　
J
A
は
生
産
拡
大
を
推
進
し
、

生
産
者
も
生
産
努
力
で
応
え
、
町
は
補

助
制
度
等
の
施
策
で
し
っ
か
り
支
え

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
ん
ぴ
青
空
市
場
が

閉
場
さ
れ
ま
す

問
　
地
域
の
活
力
低
下
、
地
域
農

業
の
後
退
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。

答
　
活
力
低
下
や
地
域
農
業
の
衰
退

に
な
ら
な
い
よ
う
、
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
組
織
と
い
っ
た
地
域
の
担

い
手
の
支
援
や
作
物
振
興
な
ど
行
う
。

日
米
貿
易
協
定
の
発
効
の

農
畜
産
酪
農
へ
の
影
響
は

問
　
町
の
農
畜
産
業
へ
の
影
響
は
。

答
　
大
変
深
刻
な
状
況
が
生
ま
れ
る

こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
動
向

を
注
視
し
て
い
ま
す
。

問
　
町
長
の
見
解
を
聞
く

答
　
大
規
模
農
家
も
集
落
営
農
も

個
人
農
家
も
含
め
て
、
農
業
を
支

え
あ
え
る
状
態
が
望
ま
し
い
。

　
棚
田
地
域
振
興
法
が
で
き
て
い

る
の
で
中
山
間
地
域
の
対
策
と
し

て
研
究
検
討
し
取
り
入
れ
た
い
。

　
日
野
菜
加
工
場
の
視
察
で
の
意

見
交
換
や
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
等
の
議
員
活
動
の
中

で
お
聞
き
し
た
声
を
代
弁
す
る
質

問
と
な
り
ま
し
た
。
日
野
町
の
農

業
政
策
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
日
野
町
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン

策
定
、
日
野
菜
振
興
プ
ラ
ン
策
定

を
要
望
。
住
民
の
提
案
に
対
し
て

検
討
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
日
野
菜
加
工
場
の
視
察
で
の
意

見
交
換
や
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
等
の
議
員
活
動
の
中

で
お
聞
き
し
た
声
を
代
弁
す
る
質

問
と
な
り
ま
し
た
。
日
野
町
の
農

業
政
策
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
日
野
町
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン

策
定
、
日
野
菜
振
興
プ
ラ
ン
策
定

を
要
望
。
住
民
の
提
案
に
対
し
て

検
討
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

齋藤 光弘 議員

　農業・集落問題の対策は次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

16議会だより
日野町議会



一 質般 問

農
業
課
題
へ
の
対
応

問
　
先
日
の
「
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
会
（
中
之
郷
会
議
所・

地
域
農
業
）」
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
質
問
を
し
ま
す
。

高
額
な
水
利
費
に
つ
い
て

答
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電
気
料

金
の
値
上
げ
、
消
費
増
税
、
農
業
水
利

施
設
の
長
寿
命
化
負
担
分
な
ど
が
影
響

し
、
10
ａ
あ
た
り
3
9
0
0
円
か
ら

5
3
0
0
円
と
な
っ
た
。
日
野
川
流

域
土
地
改
良
区
理
事
会
・
総
代
会
で
承

認
、組
合
員
に
負
担
を
お
願
い
さ
れ
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理

答
　
海
洋
ご
み
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
が
注
目
さ
れ
、
農
業
分
野
に
お

い
て
も
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
と
町
で
協
議
会
を
設
立
し
年
２

回
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
樹
脂
由
来

の
被
膜
を
用
い
た
被
覆
肥
料
は
、
被

覆
殻
が
河
川
へ
流
出
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
代
か
き
や
田
植
え

前
の
強
制
落
水
を
避
け
る
な
ど
被
覆

肥
料
殻
が
圃
場
か
ら
流
れ
出
な
い
よ

う
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

水
路
な
ど
の
維
持
管
理

答
　
水
路
な
ど
農
業
施
設
の
維
持
管

理
は
「
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と

保
全
向
上
対
策
」
の
資
源
向
上
支
払
交

付
金
を
活
用
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
対

応
を
基
本
に
お
願
い
し
て
い
る
。

草
刈
り
と
獣
害
対
策

答
　
草
刈
り
に
つ
い
て
は
営
農
活

動
に
必
要
な
作
業
で
あ
り
、
農
家
や

集
落
に
お
い
て
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
。
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
集
落

ぐ
る
み
で
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で

効
果
が
み
ら
れ
る
。
補
助
制
度
の
他
、

研
修
会
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
な

ど
で
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
効
率
化

問
　Ｒ
Ｐ
Ａ（
ア
ー
ル
ピ
ー
エ
ー・

R
o
b
o
tic

 

P
ro
c
e
s
s 

Autom
ation

）
と
は
「
業
務
や

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
自
動
化
」
を
意

味
し
、
Ｐ
Ｃ
を
用
い
た
単
純
業
務

の
ほ
と
ん
ど
を
自
動
化
す
る
可
能

性
を
も
ち
ま
す
。
業
務
効
率
化
の

た
め
に
、
今
後
、
導
入
を
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
見
解
を
う
か
が
い
ま
す
。

答
　
総
務
大
臣
主
催
の
自
治
体
戦
略

2
0
4
0
構
想
研
究
会
第
２
次
報
告

の
中
に
、
人
工
知
能
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
自
治
体
へ
の
転
換
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
判
断
を
伴
わ
な
い
単
純

作
業
に
向
い
て
お
り
、
一
部
自
治
体

で
は
実
証
実
験
と
し
て
個
々
具
体
的

な
事
務
の
検
証
を
さ
れ
て
い
る
。
当

町
に
お
い
て
は
、
業
務
量
や
そ
の
業

務
に
か
か
る
委
託
料
、
人
件
費
、
業

務
内
容
、
他
市
町
の
成
果
な
ど
を
比

較
し
、
総
合
的
に
検
証
し
た
上
で
研

究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
農
業
課
題
へ
の
対
応
】

　
地
域
農
業
の
維
持
に
は
「
集
落

ぐ
る
み
」
の
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
す
。
町
に
は
制
度
的
サ
ポ
ー
ト

の
ほ
か
、
実
際
に
集
落
に
入
り
込

み
、
住
民
全
体
か
ら
の
協
力
体
制

構
築
の
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
を
担
う
な
ど
、
積
極
的
な

姿
勢
を
強
く
望
み
ま
す
。

【
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
効
率
化
】

　
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
今
ま
で

以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
は
不
可
欠
で
す
。

国
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
積
極
的

な
検
討
を
望
み
ま
す
。

【
農
業
課
題
へ
の
対
応
】

　
地
域
農
業
の
維
持
に
は
「
集
落

ぐ
る
み
」
の
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
す
。
町
に
は
制
度
的
サ
ポ
ー
ト

の
ほ
か
、
実
際
に
集
落
に
入
り
込

み
、
住
民
全
体
か
ら
の
協
力
体
制

構
築
の
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
を
担
う
な
ど
、
積
極
的
な

姿
勢
を
強
く
望
み
ま
す
。

【
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
効
率
化
】

　
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
今
ま
で

以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
は
不
可
欠
で
す
。

国
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
積
極
的

な
検
討
を
望
み
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

堀江 和博 議員

　RPA導入による業務効率化
　日野町の農業課題への対応

地域農業をテーマとした意見交換会

RPA 導入対象業務の例

税務 ・軽自動車登録業務
・給与所得者異動届出書管理業務

財務 ・支出命令書作成業務
・支出伝票作成業務

医療 ・健診結果入力業務
・がん検診未受診案内対象者抽出業務

福祉 ・介護給付費継続通知書作成業務
・指定自立支援医療機関等管理業務

子育て ・保育所入所申請入力業務
組織 ・時間外勤務集計業務

農
業
・
集
落
問
題
の

課
題
解
決
の
対
策
は

　
農
業
従
事
者
の
方
か
ら
も
、
先

行
き
不
安
の
声
を
聞
く
中
で
、「
こ

の
ま
ま
で
は
、
地
域
農
業
の
将
来

は
大
変
な
状
況
に
な
る
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
一
問
一
答
で
質
問
し

ま
し
た
。

問
　
農
業
の
担
い
手
の
人
材
確
保

・
育
成
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　「
将
来
、
集
落
の
農
地
を
誰
が

守
る
の
か
」
を
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

集
落
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
担
い
手

の
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

る
。問

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と

再
生
利
用
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
農
業
委
員
が
農
地
利
用
を
調
査

し
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に
努

め
て
い
る
。
耕
作
意
志
の
な
い
農
地

は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
担

い
手
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
進

め
て
い
る
。

問
　
家
族
農
家
の
重
要
性
と
持
続

可
能
な
農
業
経
営
の
確
立
を
ど
う

す
る
の
か
。

答
　
農
村
の
維
持
、
景
観
や
集
落
機
能

の
維
持
、文
化
の
継
承
と
い
っ
た「
農
業
・

農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
」
が
重
要
視

さ
れ
て
お
り
、
小
規
模
な
家
族
経
営
の

果
た
す
役
割
も
少
な
く
な
い
。
家
族
経

営
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
集
落
営
農
の

組
織
化
や
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
な
ど

へ
の
誘
導
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

問
　
新
規
就
農
者
や
集
落
営
農
組

合
へ
の
支
援
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
新
規
就
農
者
に
は
、
就
農
資
金

や
機
械
補
助
の
活
用
を
図
る
な
ど
し

て
支
え
て
い
る
。
集
落
営
農
組
織
の

高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

農
業
が
持
続
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

関
係
機
関
や
集
落
、
農
業
者
と
議
論

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
食
料
の
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
国
産
農
産
物
を
積
極
的
に
消
費

す
る
こ
と
も
必
要
。
生
産
者
に
は
水

稲
だ
け
で
な
く
野
菜
や
飼
料
作
物
な

ど
の
生
産
を
誘
導
し
、
消
費
者
に
は

地
産
地
消
の
啓
発
も
行
う
な
ど
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
野
菜
等
加
工
施
設
の

安
定
運
営
で
き
る
よ
う
に

問
　
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
生
産
者
の
連

携
取
り
組
み
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

答
　
J
A
は
生
産
拡
大
を
推
進
し
、

生
産
者
も
生
産
努
力
で
応
え
、
町
は
補

助
制
度
等
の
施
策
で
し
っ
か
り
支
え

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
ん
ぴ
青
空
市
場
が

閉
場
さ
れ
ま
す

問
　
地
域
の
活
力
低
下
、
地
域
農

業
の
後
退
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。

答
　
活
力
低
下
や
地
域
農
業
の
衰
退

に
な
ら
な
い
よ
う
、
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
組
織
と
い
っ
た
地
域
の
担

い
手
の
支
援
や
作
物
振
興
な
ど
行
う
。

日
米
貿
易
協
定
の
発
効
の

農
畜
産
酪
農
へ
の
影
響
は

問
　
町
の
農
畜
産
業
へ
の
影
響
は
。

答
　
大
変
深
刻
な
状
況
が
生
ま
れ
る

こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
動
向

を
注
視
し
て
い
ま
す
。

問
　
町
長
の
見
解
を
聞
く

答
　
大
規
模
農
家
も
集
落
営
農
も

個
人
農
家
も
含
め
て
、
農
業
を
支

え
あ
え
る
状
態
が
望
ま
し
い
。

　
棚
田
地
域
振
興
法
が
で
き
て
い

る
の
で
中
山
間
地
域
の
対
策
と
し

て
研
究
検
討
し
取
り
入
れ
た
い
。

　
日
野
菜
加
工
場
の
視
察
で
の
意

見
交
換
や
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
等
の
議
員
活
動
の
中

で
お
聞
き
し
た
声
を
代
弁
す
る
質

問
と
な
り
ま
し
た
。
日
野
町
の
農

業
政
策
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
日
野
町
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン

策
定
、
日
野
菜
振
興
プ
ラ
ン
策
定

を
要
望
。
住
民
の
提
案
に
対
し
て

検
討
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
日
野
菜
加
工
場
の
視
察
で
の
意

見
交
換
や
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
等
の
議
員
活
動
の
中

で
お
聞
き
し
た
声
を
代
弁
す
る
質

問
と
な
り
ま
し
た
。
日
野
町
の
農

業
政
策
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
日
野
町
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン

策
定
、
日
野
菜
振
興
プ
ラ
ン
策
定

を
要
望
。
住
民
の
提
案
に
対
し
て

検
討
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

齋藤 光弘 議員

　農業・集落問題の対策は次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

《
提
案
》

「
一
人
の
被
害
も
出
さ
な
い

水
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　
自
然
災
害
に
よ
る
大
規
模
な
被

害
が
、
毎
年
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

て
い
る
。
日
野
町
で
も
万
全
の
態

勢
を
整
え
て
お
き
た
い
。

　
し
か
し
、
実
際
は
避
難
所
を
開

設
し
て
も
避
難
し
て
く
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。

　
危
機
意
識
を
持
っ
て
行
動
を
す

る
た
め
に
は
、
現
状
の
防
災
対
策

で
は
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。

問
　近
年
一
番
可
能
性
が
あ
り

そ
う
な
、
大
雨
災
害
に
対
し
て
、

ど
こ
か
ら
浸
水
し
て
い
く
の
か
、

土
砂
崩
れ
な
ど
、
具
体
的
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
は
ど

う
か
？

答

　（建
設
計
画
課
）

　
令
和
二
年
度
に
日
野
町
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
ひ
と
つ
の

冊
子
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
県
と

相
談
し
て
、
住
民
に
と
っ
て
見
や

す
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

《
確
認
》

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

補
助
は
ど
う
な
っ
た
？

　
日
野
町
で
は
、
地
震
災
害
等
に

よ
る
住
宅
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
、
無
料
で
専
門
家
に
よ
る

住
宅
の
耐
震
診
断
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
倒
壊
に
よ
る
事
故
の
低
減
を

目
的
と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解

体
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
こ
の
情
報
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
誰
の
た
め
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

な
の
か
、
情
報
の
扱
い
方
が
行
政

都
合
な
の
で
は
な
い
か
。

問
　日
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
情
報
が
探
せ
な
い
。
利
用
者
目

線
で
情
報
公
開
、
情
報
活
用
を
で

き
な
い
の
か
？

答

　（企
画
振
興
課
）

　
業
務
内
容
の
告
知
の
見
直
し
を

し
て
、
専
門
家
に
依
頼
し
て
改
良

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
完

成
を
待
っ
て
ほ
し
い
。

《
提
案
》

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

見
守
り
オ
ム
ツ
配
達
」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
へ
の
入
り
口
、
住
民
と
行
政
へ

の
橋
渡
し
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
つ
な
が
り
の
力
で
、
治
安

維
持
・
防
犯
面
で
も
、
非
常
に
重

要
な
役
目
で
あ
る
。

　
し
か
し
現
場
で
は
、
新
生
児
か

ら
要
支
援
者
ま
で
領
域
は
広
く
、

多
様
化
す
る
問
題
へ
の
対
応
も
増

え
続
け
て
い
る
。

　
少
し
で
も
負
担
を
軽
減
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
な
い
と
、
な
り
手

不
足
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　未
就
学
児
を
対
象
に
定
期

的
（
数
ヶ
月
に
１
回
）
に
オ
ム
ツ

を
家
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
は
い
か
が
か
？

答

　（福
祉
保
健
課
）

　
オ
ム
ツ
の
配
達
は
、
子
育
て
中

の
家
庭
と
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
つ
な
が
る
た
め
の
、
ひ
と
つ

の
手
法
で
あ
る
と
思
う
。

◆
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
危
険
な
地
域
だ
け
で
な
く
、
危

険
な
場
所
、
危
険
な
理
由
、
現
場

確
認
、
そ
れ
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
本
当
に

危
険
な
場
所
の
住
民
へ
の
意
識
づ

け
、地
域
防
災
関
係
者
（
消
防
団・

防
災
士
な
ど
）
か
ら
の
声
か
け
な

ど
で
避
難
を
促
し
た
い
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
つ
い
て

　
本
来
の
目
的
は
、
危
険
箇
所
を

な
く
し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
通
学
路
の
危
険
箇

所
を
な
く
す
と
い
っ
た
、
目
的
と

成
果
を
公
開
に
す
る
べ
き
だ
。

◆
見
守
り
オ
ム
ツ
配
達
に
つ
い
て

　
オ
ム
ツ
を
無
料
配
布
す
る
の

で
、
対
象
者
に
会
い
や
す
く
、
サ

イ
ズ
の
確
認
な
ど
こ
ど
も
の
話
題

に
な
る
。
負
担
軽
減
、状
況
把
握
、

同
時
に
行
政
へ
の
信
頼
感
獲
得
も

期
待
で
き
る
。

◆
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
危
険
な
地
域
だ
け
で
な
く
、
危

険
な
場
所
、
危
険
な
理
由
、
現
場

確
認
、
そ
れ
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
本
当
に

危
険
な
場
所
の
住
民
へ
の
意
識
づ

け
、地
域
防
災
関
係
者
（
消
防
団・

防
災
士
な
ど
）
か
ら
の
声
か
け
な

ど
で
避
難
を
促
し
た
い
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
つ
い
て

　
本
来
の
目
的
は
、
危
険
箇
所
を

な
く
し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
通
学
路
の
危
険
箇

所
を
な
く
す
と
い
っ
た
、
目
的
と

成
果
を
公
開
に
す
る
べ
き
だ
。

◆
見
守
り
オ
ム
ツ
配
達
に
つ
い
て

　
オ
ム
ツ
を
無
料
配
布
す
る
の

で
、
対
象
者
に
会
い
や
す
く
、
サ

イ
ズ
の
確
認
な
ど
こ
ど
も
の
話
題

に
な
る
。
負
担
軽
減
、状
況
把
握
、

同
時
に
行
政
へ
の
信
頼
感
獲
得
も

期
待
で
き
る
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

新
た
な
防
災
情
報
伝
達
手

段
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
①
現
在
、
当
町
で
は
防
災

情
報
を
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、

携
帯
３
社
の
緊
急
伝
達
メ
ー
ル
、

日
野
め
〜
る
、
防
災
行
政
無
線
の

屋
外
拡
声
器
（
９
箇
所
）
で
報
知

し
て
い
る
。

　
戸
別
受
信
機
の
配
布
に
あ
た
っ

て
の
集
落
説
明
会
で
は
、「
平
日

昼
間
高
齢
者
の
み
に
な
る
世
帯
も

対
象
に
す
べ
き
だ
」「
戸
別
受
信

機
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
活
用
さ
れ
る

か
疑
問
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

災
害
弱
者
に
は
支
援
者
名
簿
を
整

備
し
、
人
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

て
戸
別
受
信
機
は
補
助
的
な
も
の

と
考
え
て
よ
い
か
。「
日
野
め
〜

る
」
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
固
有

の
役
割
は
何
か
。

②
従
来
集
落
で
は
人
の
つ
な
が
り

に
依
拠
し
た
活
動
が
で
き
て
も
、

青
葉
台
な
ど
で
は
、
除
雪
も
困
難
。

開
発
業
者
の
責
任
は
な
い
の
か
。

③
大
規
模
停
電
対
策
を
伺
う
。

　
町
内
に
も
業
者
が
多
く
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
る
が
、

設
置
者
名
、
連
絡
先
が
不
十
分
な

も
の
が
あ
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
業
者
に
停
電
時
に
地
元
に
電
力

を
供
給
す
る
契
約
を
結
べ
な
い

か
。
ま
た
、
そ
う
し
て
い
る
市
町

は
な
い
か
。

答

　①
議
員
が
確
認
さ
れ
た
も

の
の
他
に
、
町
と
し
て
は
区
長
を

通
じ
た
伝
達
を
第
一
に
し
て
お

り
、
Ｈ
Ｐ
に
も
発
信
し
て
い
る
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
昼
間
高

齢
者
の
み
の
世
帯
に
も
配
布
を
検

討
し
て
い
る
。
配
布
の
際
は
操
作

説
明
を
行
い
た
い
。
要
支
援
者
に

つ
い
て
は
、
だ
れ
が
、
ど
こ
へ
、

を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
個
別

支
援
計
画
の
作
成
が
重
要
だ
。

②
当
町
で
は
住
宅
団
地
で
も
自
治
会

等
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
開
発
業
者

の
責
任
は
問
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
大
規
模
停
電
時
に
は
、
関
西
電

力
に
お
い
て
防
災
業
務
計
画
に
従

い
、
応
急
対
策
お
よ
び
災
害
復
旧

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
者
の
表
示

は
遵
守
事
項
の
一
つ
で
あ
り
、
改

善
を
促
す
対
応
を
し
て
い
る
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
で
発
電
し

た
電
力
を
停
電
時
に
地
元
自
治
体
に

優
先
供
給
す
る
取
り
組
み
は
三
重
県

に
例
が
あ
り
、
災
害
時
に
蓄
電
池
が

借
用
で
き
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
だ
。研
究
し
た
い
。

道
路
脇
に
立
つ
案
内
表
示

板
の
充
実
を

問
　
公
共
の
建
物
や
有
名
な

社
寺
公
園
な
ど
を
示
す
案
内

表
示
板
（
別
掲
例
）
の
設
置

者
は
だ
れ
（
県･

市
町･

公

安
委
員
会
等
）
か
、
表
示
対

象
に
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
近
隣
市
町
に
比
し
て
日
野

町
は
少
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
市

町
に
裁
量
権
が
あ
る
な
ら
、
来
町

者
や
観
光
客
招
致
の
た
め
に
も
拡

充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

　案
内
表
示
板
は
県
や
町
が

設
置
し
て
い
る
。

　
日
野
町
内
の
観
光
案
内
看
板
が

近
隣
市
町
に
比
べ
て
少
な
い
と
い

う
認
識
は
な
い
が
、
今
後
必
要
な

箇
所
が
あ
れ
ば
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
防
災
に
お
け
る
、
自
助・共
助・

公
助
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
。「
共
助
」
は
「
自
治
」
と

も
言
え
よ
う
。
今
、
地
域
の
共
助

の
力
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
こ
そ
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
も
言
え
よ
う
。

防
災
に
お
け
る
、
自
助・共
助・

公
助
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
。「
共
助
」
は
「
自
治
」
と

も
言
え
よ
う
。
今
、
地
域
の
共
助

の
力
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
こ
そ
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
も
言
え
よ
う
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

加  和幸 議員

　道路横の案内表示板のあり方
　地域防災をどうしていくか

野矢 貴之 議員

　‒ つながる地域の力でつくる防災対策 ‒
　（水害シミュレーション案、見守りオムツ配達案）

青葉台に広がるメガソーラー

役場近くの表示板

※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
案
一
覧

18議会だより
日野町議会



一 質般 問

《
提
案
》

「
一
人
の
被
害
も
出
さ
な
い

水
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　
自
然
災
害
に
よ
る
大
規
模
な
被

害
が
、
毎
年
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

て
い
る
。
日
野
町
で
も
万
全
の
態

勢
を
整
え
て
お
き
た
い
。

　
し
か
し
、
実
際
は
避
難
所
を
開

設
し
て
も
避
難
し
て
く
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。

　
危
機
意
識
を
持
っ
て
行
動
を
す

る
た
め
に
は
、
現
状
の
防
災
対
策

で
は
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。

問
　近
年
一
番
可
能
性
が
あ
り

そ
う
な
、
大
雨
災
害
に
対
し
て
、

ど
こ
か
ら
浸
水
し
て
い
く
の
か
、

土
砂
崩
れ
な
ど
、
具
体
的
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
は
ど

う
か
？

答

　（建
設
計
画
課
）

　
令
和
二
年
度
に
日
野
町
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
ひ
と
つ
の

冊
子
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
県
と

相
談
し
て
、
住
民
に
と
っ
て
見
や

す
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

《
確
認
》

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

補
助
は
ど
う
な
っ
た
？

　
日
野
町
で
は
、
地
震
災
害
等
に

よ
る
住
宅
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
、
無
料
で
専
門
家
に
よ
る

住
宅
の
耐
震
診
断
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
倒
壊
に
よ
る
事
故
の
低
減
を

目
的
と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解

体
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
こ
の
情
報
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
誰
の
た
め
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

な
の
か
、
情
報
の
扱
い
方
が
行
政

都
合
な
の
で
は
な
い
か
。

問
　日
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
情
報
が
探
せ
な
い
。
利
用
者
目

線
で
情
報
公
開
、
情
報
活
用
を
で

き
な
い
の
か
？

答

　（企
画
振
興
課
）

　
業
務
内
容
の
告
知
の
見
直
し
を

し
て
、
専
門
家
に
依
頼
し
て
改
良

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
完

成
を
待
っ
て
ほ
し
い
。

《
提
案
》

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

見
守
り
オ
ム
ツ
配
達
」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
へ
の
入
り
口
、
住
民
と
行
政
へ

の
橋
渡
し
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
つ
な
が
り
の
力
で
、
治
安

維
持
・
防
犯
面
で
も
、
非
常
に
重

要
な
役
目
で
あ
る
。

　
し
か
し
現
場
で
は
、
新
生
児
か

ら
要
支
援
者
ま
で
領
域
は
広
く
、

多
様
化
す
る
問
題
へ
の
対
応
も
増

え
続
け
て
い
る
。

　
少
し
で
も
負
担
を
軽
減
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
な
い
と
、
な
り
手

不
足
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　未
就
学
児
を
対
象
に
定
期

的
（
数
ヶ
月
に
１
回
）
に
オ
ム
ツ

を
家
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
は
い
か
が
か
？

答

　（福
祉
保
健
課
）

　
オ
ム
ツ
の
配
達
は
、
子
育
て
中

の
家
庭
と
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
つ
な
が
る
た
め
の
、
ひ
と
つ

の
手
法
で
あ
る
と
思
う
。

◆
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
危
険
な
地
域
だ
け
で
な
く
、
危

険
な
場
所
、
危
険
な
理
由
、
現
場

確
認
、
そ
れ
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
本
当
に

危
険
な
場
所
の
住
民
へ
の
意
識
づ

け
、地
域
防
災
関
係
者
（
消
防
団・

防
災
士
な
ど
）
か
ら
の
声
か
け
な

ど
で
避
難
を
促
し
た
い
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
つ
い
て

　
本
来
の
目
的
は
、
危
険
箇
所
を

な
く
し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
通
学
路
の
危
険
箇

所
を
な
く
す
と
い
っ
た
、
目
的
と

成
果
を
公
開
に
す
る
べ
き
だ
。

◆
見
守
り
オ
ム
ツ
配
達
に
つ
い
て

　
オ
ム
ツ
を
無
料
配
布
す
る
の

で
、
対
象
者
に
会
い
や
す
く
、
サ

イ
ズ
の
確
認
な
ど
こ
ど
も
の
話
題

に
な
る
。
負
担
軽
減
、状
況
把
握
、

同
時
に
行
政
へ
の
信
頼
感
獲
得
も

期
待
で
き
る
。

◆
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
危
険
な
地
域
だ
け
で
な
く
、
危

険
な
場
所
、
危
険
な
理
由
、
現
場

確
認
、
そ
れ
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
本
当
に

危
険
な
場
所
の
住
民
へ
の
意
識
づ

け
、地
域
防
災
関
係
者
（
消
防
団・

防
災
士
な
ど
）
か
ら
の
声
か
け
な

ど
で
避
難
を
促
し
た
い
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
つ
い
て

　
本
来
の
目
的
は
、
危
険
箇
所
を

な
く
し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
通
学
路
の
危
険
箇

所
を
な
く
す
と
い
っ
た
、
目
的
と

成
果
を
公
開
に
す
る
べ
き
だ
。

◆
見
守
り
オ
ム
ツ
配
達
に
つ
い
て

　
オ
ム
ツ
を
無
料
配
布
す
る
の

で
、
対
象
者
に
会
い
や
す
く
、
サ

イ
ズ
の
確
認
な
ど
こ
ど
も
の
話
題

に
な
る
。
負
担
軽
減
、状
況
把
握
、

同
時
に
行
政
へ
の
信
頼
感
獲
得
も

期
待
で
き
る
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

新
た
な
防
災
情
報
伝
達
手

段
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
①
現
在
、
当
町
で
は
防
災

情
報
を
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、

携
帯
３
社
の
緊
急
伝
達
メ
ー
ル
、

日
野
め
〜
る
、
防
災
行
政
無
線
の

屋
外
拡
声
器
（
９
箇
所
）
で
報
知

し
て
い
る
。

　
戸
別
受
信
機
の
配
布
に
あ
た
っ

て
の
集
落
説
明
会
で
は
、「
平
日

昼
間
高
齢
者
の
み
に
な
る
世
帯
も

対
象
に
す
べ
き
だ
」「
戸
別
受
信

機
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
活
用
さ
れ
る

か
疑
問
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

災
害
弱
者
に
は
支
援
者
名
簿
を
整

備
し
、
人
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

て
戸
別
受
信
機
は
補
助
的
な
も
の

と
考
え
て
よ
い
か
。「
日
野
め
〜

る
」
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
固
有

の
役
割
は
何
か
。

②
従
来
集
落
で
は
人
の
つ
な
が
り

に
依
拠
し
た
活
動
が
で
き
て
も
、

青
葉
台
な
ど
で
は
、
除
雪
も
困
難
。

開
発
業
者
の
責
任
は
な
い
の
か
。

③
大
規
模
停
電
対
策
を
伺
う
。

　
町
内
に
も
業
者
が
多
く
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
る
が
、

設
置
者
名
、
連
絡
先
が
不
十
分
な

も
の
が
あ
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
業
者
に
停
電
時
に
地
元
に
電
力

を
供
給
す
る
契
約
を
結
べ
な
い

か
。
ま
た
、
そ
う
し
て
い
る
市
町

は
な
い
か
。

答

　①
議
員
が
確
認
さ
れ
た
も

の
の
他
に
、
町
と
し
て
は
区
長
を

通
じ
た
伝
達
を
第
一
に
し
て
お

り
、
Ｈ
Ｐ
に
も
発
信
し
て
い
る
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
昼
間
高

齢
者
の
み
の
世
帯
に
も
配
布
を
検

討
し
て
い
る
。
配
布
の
際
は
操
作

説
明
を
行
い
た
い
。
要
支
援
者
に

つ
い
て
は
、
だ
れ
が
、
ど
こ
へ
、

を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
個
別

支
援
計
画
の
作
成
が
重
要
だ
。

②
当
町
で
は
住
宅
団
地
で
も
自
治
会

等
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
開
発
業
者

の
責
任
は
問
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
大
規
模
停
電
時
に
は
、
関
西
電

力
に
お
い
て
防
災
業
務
計
画
に
従

い
、
応
急
対
策
お
よ
び
災
害
復
旧

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
者
の
表
示

は
遵
守
事
項
の
一
つ
で
あ
り
、
改

善
を
促
す
対
応
を
し
て
い
る
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
で
発
電
し

た
電
力
を
停
電
時
に
地
元
自
治
体
に

優
先
供
給
す
る
取
り
組
み
は
三
重
県

に
例
が
あ
り
、
災
害
時
に
蓄
電
池
が

借
用
で
き
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
だ
。研
究
し
た
い
。

道
路
脇
に
立
つ
案
内
表
示

板
の
充
実
を

問
　
公
共
の
建
物
や
有
名
な

社
寺
公
園
な
ど
を
示
す
案
内

表
示
板
（
別
掲
例
）
の
設
置

者
は
だ
れ
（
県･

市
町･

公

安
委
員
会
等
）
か
、
表
示
対

象
に
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
近
隣
市
町
に
比
し
て
日
野

町
は
少
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
市

町
に
裁
量
権
が
あ
る
な
ら
、
来
町

者
や
観
光
客
招
致
の
た
め
に
も
拡

充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

　案
内
表
示
板
は
県
や
町
が

設
置
し
て
い
る
。

　
日
野
町
内
の
観
光
案
内
看
板
が

近
隣
市
町
に
比
べ
て
少
な
い
と
い

う
認
識
は
な
い
が
、
今
後
必
要
な

箇
所
が
あ
れ
ば
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
防
災
に
お
け
る
、
自
助・共
助・

公
助
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
。「
共
助
」
は
「
自
治
」
と

も
言
え
よ
う
。
今
、
地
域
の
共
助

の
力
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
こ
そ
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
も
言
え
よ
う
。

防
災
に
お
け
る
、
自
助・共
助・

公
助
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
。「
共
助
」
は
「
自
治
」
と

も
言
え
よ
う
。
今
、
地
域
の
共
助

の
力
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
こ
そ
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
も
言
え
よ
う
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

加  和幸 議員

　道路横の案内表示板のあり方
　地域防災をどうしていくか

野矢 貴之 議員

　‒ つながる地域の力でつくる防災対策 ‒
　（水害シミュレーション案、見守りオムツ配達案）

青葉台に広がるメガソーラー

役場近くの表示板

※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
案
一
覧

19 議会だより
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提出された議案と結果
町 長 提 出 議 案 結　果

（＊１）
野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人　　　　　　　事
日野町固定資産評価審査委員会委員（選任）
奥野　久宣氏（蓮花寺） 原案同意 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

一部事務組合の協議
八日市布引ライフ組合規約の変更
し尿の収集および汚泥の処理施設を令和２年４月１日
から東近江市の旧愛東町・旧湖東町の区域が新たに利
用されることについて、八日市布引ライフ組合を構成
する地方公共団体にて協議されるもの。

原案可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

財産の取得
日野町立小・中学校教育用プロジェクター
財産の種類および数量：電子黒板機能付きプロジェク
ター 26台、プロジェクター２台、書画カメラ 28台、
その他設置調整作業等一式
取得の金額：11,181,500 円
納入場所：日野小学校、西大路小学校、南比都佐小学校、
必佐小学校、日野中学校
契約の相手方：キノンビクス㈱代表取締役齊藤隆夫

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

条例の制定・一部改正
日野町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する
条例（制定）
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴い新設される「会計年度任用職員」の給与お
よび費用弁償について定めるもの。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町下水道事業の設置等に関する条例（制定）
公共下水道事業に地方公営企業の一部（財務規定等）
を適用し、公営企業会計へ移行するため、地方公営企
業の設置および経営の基本に関する事項を定めるもの。

原案可決
（産業建設）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例整備に関する条例（制定）　
地方公務員法の改正による「会計年度任用職員制度」
の導入に伴い、関係する 12の条例における条文整備
と所要の整理を行うもの。

継続審査
（総務）

＊総務常任委員会での審査の中で、「公民館長
についても会計年度任用職員に移行する」とい
う当局の説明と、公民館設置条例に規定してい
る公民館長の条項とが一致せず整合性が取れ
ないため、継続審査となりました。本会議にお
いても、総務常任委員長の報告どおり全員異議
なく継続審査にすることに決しました。

日野町固定資産評価審査委員会条例および日野町手数
料徴収条例（一部改正）　
関係法令の一部改正に伴う改正。引用している法律の
名称等が改められることから、引用部分について所要
の改正を行うもの。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町附属機関設置条例（一部改正）　
日野町の附属機関として「日野町空家等対策推進協議
会」を新たに設置。日野町の附属機関である「日野町
地域福祉・健康づくり・食育計画策定委員会」を「日
野町地域福祉計画策定委員会」と「日野町健康づくり・
食育計画策定委員会」に改めるもの。

原案可決
（産業建設）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（制定）　　
特別職の期末手当の額の算定について、人事院勧告等
に基づく国家公務員の給与改定に準じて改正。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（制定）　　
町職員の給与について、人事院勧告等に準じて給料表
および勤勉手当の改定を行うもの。

継続審査
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果
（＊１）

野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

日野町上水道給水条例および日野町簡易水道給水条例
（一部改正）　　
水道法の一部改正により日野町上水道および簡易水道
の手数料を改めるための改正。指定給水装置工事事業
者の指定の更新制（５年）が導入されることに伴い、
手数料の改定を行うもの。

原案可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

補正予算

一般会計（第４号） 原案可決
（予算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

決算の認定

平成 30年度日野町一般会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成30年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成 30年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成30年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成30年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成 30年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成30年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成 30年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

平成 30年度日野町水道事業会計決算 原案認定
（決算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

●交通安全施設対策事業　3,400万円
　緊急安全点検の結果に基づき、対策を講じる。

主な事業

加
藤

加
藤

会 計 名 補正額（円） 補正後の予算総額（円）

一 般 会 計 113,807,000 9,362,932,000

（日野町役場南東側交差点）

補正予算
＊一般会計補正予算の概要
人事院勧告および人事異動等による人件費の
補正、子どもの安全を守るための交通安全施
設対策、ため池耐震調査等の国の関連事業な
ど、必要性の高い事業等に対して予算措置を
講じたもの。

（＊１）結果の下の（　　）は審議を付託した常任委員会・特別委員会の名称

●公立保育所運営事業　１,588万円
　臨時職員の賃金・施設の修繕
●認定こども園運営事業　1,438万円
　臨時職員の賃金・施設の修繕
●土地改良事業　1,505万円
　ため池の耐震調査の実施（２ヶ所）
●教育施設整備資金基金積立金

2,500万円
　今後の教育施設等の整備のための積立金

●公園管理事業　900万円
　グラウンドゴルフ場のコース拡張他

（大谷公園のグラウンドゴルフ場）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

こ
こ
に
注
目
！
委
員
会
の
報
告
／
議
会
を
身
近
に

20議会だより
日野町議会



提出された議案と結果
町 長 提 出 議 案 結　果

（＊１）
野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人　　　　　　　事
日野町固定資産評価審査委員会委員（選任）
奥野　久宣氏（蓮花寺） 原案同意 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

一部事務組合の協議
八日市布引ライフ組合規約の変更
し尿の収集および汚泥の処理施設を令和２年４月１日
から東近江市の旧愛東町・旧湖東町の区域が新たに利
用されることについて、八日市布引ライフ組合を構成
する地方公共団体にて協議されるもの。

原案可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

財産の取得
日野町立小・中学校教育用プロジェクター
財産の種類および数量：電子黒板機能付きプロジェク
ター 26台、プロジェクター２台、書画カメラ 28台、
その他設置調整作業等一式
取得の金額：11,181,500 円
納入場所：日野小学校、西大路小学校、南比都佐小学校、
必佐小学校、日野中学校
契約の相手方：キノンビクス㈱代表取締役齊藤隆夫

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

条例の制定・一部改正
日野町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する
条例（制定）
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴い新設される「会計年度任用職員」の給与お
よび費用弁償について定めるもの。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町下水道事業の設置等に関する条例（制定）
公共下水道事業に地方公営企業の一部（財務規定等）
を適用し、公営企業会計へ移行するため、地方公営企
業の設置および経営の基本に関する事項を定めるもの。

原案可決
（産業建設）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例整備に関する条例（制定）　
地方公務員法の改正による「会計年度任用職員制度」
の導入に伴い、関係する 12の条例における条文整備
と所要の整理を行うもの。

継続審査
（総務）

＊総務常任委員会での審査の中で、「公民館長
についても会計年度任用職員に移行する」とい
う当局の説明と、公民館設置条例に規定してい
る公民館長の条項とが一致せず整合性が取れ
ないため、継続審査となりました。本会議にお
いても、総務常任委員長の報告どおり全員異議
なく継続審査にすることに決しました。

日野町固定資産評価審査委員会条例および日野町手数
料徴収条例（一部改正）　
関係法令の一部改正に伴う改正。引用している法律の
名称等が改められることから、引用部分について所要
の改正を行うもの。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町附属機関設置条例（一部改正）　
日野町の附属機関として「日野町空家等対策推進協議
会」を新たに設置。日野町の附属機関である「日野町
地域福祉・健康づくり・食育計画策定委員会」を「日
野町地域福祉計画策定委員会」と「日野町健康づくり・
食育計画策定委員会」に改めるもの。

原案可決
（産業建設）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（制定）　　
特別職の期末手当の額の算定について、人事院勧告等
に基づく国家公務員の給与改定に準じて改正。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（制定）　　
町職員の給与について、人事院勧告等に準じて給料表
および勤勉手当の改定を行うもの。

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

加
藤

次
ペ
ー
ジ
は
▼

こ
こ
に
注
目
！
委
員
会
の
報
告
／
議
会
を
身
近
に
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こ こ に 注 目 ！ 委 員 会 の 報 告議会を身近に♯７　議員は普段何しているの？

　
議
員
と
い
う
と
定
例
議
会
や
臨
時
議
会
、
各
種
委
員
会
な
ど
に
出
席
し

て
会
議
を
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
日
野
町
に
お

け
る
定
例
議
会
は
当
初
予
算
を
審
議
す
る
３
月
議
会
に
始
ま
り
、
６
月
、

９
月
、
12
月
と
年
に
４
回
開
催
さ
れ
、
他
に
数
回
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
議
員
の
中
に
は
そ
れ
以
外
に
も
知
識
を
深
め

た
り
見
分
を
広
め
る
た
め
に
、
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
、
視
察
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
声
を
聞
い
て
現
地

視
察
や
県
、
国
な
ど
に
要
望
に
赴
く
人
も
い
ま
す
。

　
今
回
は
議
会
以
外
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

普
段
の
議
員
活
動
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？

【
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
】

　
大
津
市
の
唐
崎
に
は
公
益
財
団
法
人
・
全
国
市
町
村
研
修
財
団
が
運
営

す
る
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
年
間
を
と
お
し
て
様
々
な
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

全
国
の
自
治
体
か
ら
職
員
や
議
員
が
集
ま
っ
て
自
治
体
運
営
に
つ
い
て
の

講
義
や
演
習
を
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
研
修
で
は

滋
賀
県
内
を
は
じ
め
全
国
の
議
員
や
自
治
体
職
員
と
交
流
を
深
め
る
事
が

出
来
る
た
め
、
他
の
地
域
で
の
自
治
体
運

営
に
関
す
る
事
例
な
ど
も
教
え
て
も
ら

う
事
が
出
来
ま
す
。
日
野
町
議
会
議
員
の

中
に
は
年
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る

人
も
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
政
党
の
公
認
議
員
の
中

に
は
、
政
党
が
主
催
す
る
講
演
会
や
勉
強

会
に
熱
心
に
参
加
し
て
い
る
人
も
あ
り

ま
す
し
、
各
種
団
体
が
主
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
議
員
も
い
ま
す
。

全国市町村国際文化研修所

【
地
域
住
民
の
困
り
ご
と

な
ど
へ
の
対
応
】

　
生
活
や
道
路
、
農
業
問
題
な

ど
、
地
域
住
民
の
様
々
な
困
り

ご
と
や
相
談
事
に
も
議
員
は
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
町
議
会
議
員
は
国
会
議

員
や
県
議
会
議
員
に
比
べ
て
住

民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
乗
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、

地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る
身
近

な
町
議
会
議
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
県
や
国
へ
の
要
望
活
動
】

　
県
や
国
へ
の
補
助
、
支
援
な

ど
の
要
望
活
動
を
、
町
行
政
や

県
会
議
員
、
国
会
議
員
な
ど
と

一
体
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
県
条
例
や
法
律
の
緩

和
、
改
正
な
ど
の
要
望
書
、
意

見
書
な
ど
の
提
出
を
は
じ
め
、

町
民
生
活
が
安
心
で
豊
か
に
な

る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

近
江
日
野
農
産

物
加
工
施
設
を

視
察
す
る
日
野

町
議
会
議
員

（
11
月
21
日
）

武
田
良
太
国
家
公
安

委
員
長
に
信
号
機
設

置
の
要
望
を
行
う
杉

浦
議
長
と
谷
副
議
長

（
11
月
14
日
）

企
業
代
表
の
方
と
共

に
滋
賀
県
知
事
に
要

望
活
動
を
す
る
日
野

町
議
会
議
員

（
10
月
23
日
）

 （産業建設常任委員会と厚生常任委員会の連合審査会より）

○  日野町空家等対策推進協議会  を設置　

　空家等対策を推進するために、特別措置法に基づき危険空家対策計画の策定および公的利
活用等の措置について、必要な調査審議を行う。（委員：地域区長、学識者、建築、商工会、
法務弁護士等の８名）

○   日野町地域福祉・健康づくり・食育計画策定委員会（第３次プラン H28～ R２の５ヶ年計画）を
  　 日野町地域福祉計画策定委員会  と  日野町健康づくり・食育計画策定委員会  に分割設置

　令和３年度から令和８年度の６年間の計画を策定するために、令和元年度・２年度に策定する委員会

 （産業建設常任委員会より）

○公共下水道特別会計が地方公営企業法により公営企業会計に移行するとどうなるの？

　将来にわたり持続可能な経営を確保するために、経営基盤の強化を目的としながら、水道・下水道事
業の広域化、共同化計画による事業の民間活用を推進しようとするもの。（令和２年４月１日から施行）

 （厚生常任委員会より）

○旧愛東町・湖東町が、し尿・浄化槽汚泥の処理場クリーンぬのびき衛生センターに参入！

 ・ 日野町への影響は、2.74％の軽減（約 500 万円程度軽減）
 ・ 加入時の特別負担金、5,149万６千円（11.12％）を東近江市より八日市布引ライフ組合に納入
 ・ 愛東・湖東区域を加えても処理能力30.9％の水準で、余裕あり（令和２年４月１日から施行）

○幼保無償化による来年度幼稚園保育所申込み状況は？

 ・保育所とこども園長時間部は今年度 458 人、来年度 531 人の申込みで 73人の増
 ・幼稚園とこども園短時間部は今年度 269 人、来年度 251 人の申込みで 18人の減
 ・ 特に、０・１・２歳児の保育所への申込みが定員を上回っている。

◎平成 31年度幼保入所承諾・許可と令和 2年度幼保入所申込み状況の比較（R１年 11月 28日現在）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

保育所
（５園）

H31 35 55 69 80 73 76 388
375

R 2 50 85 80 82 93 83 473

認定こども園
（長時間）

H31 6 11 17 14 9 13 70
90

R 2 1 12 12 13 9 11 58

保育所
合　計

H31 41 66 86 94 82 89 458
465

R 2 51 97 92 95 102 94 531
0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

幼稚園
（４園）

H31 ― ― ― 79（9）94（17）75（14） 248（40）
540

R 2 ― ― ― 50（7）88（15）96（29） 234（51）

認定こども園
（短時間）

H31 ― ― ― 8 7 6 21
30

R 2 ― ― ― 3 7 7 17

幼稚園
合　計

H31 ― ― ― 87 101 81 269
570

R 2 ― ― ― 53 95 103 251
（　）内は、日野幼稚園預かり保育、必佐幼稚園緊急預かり保育の合計

地
元
地
域
の
問
題

や
道
路
の
課
題
に

つ
い
て
住
民
、
町

や
県
の
職
員
と
現

地
に
赴
く
日
野
町

議
会
議
員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記

こ こ に 注 目 ！ 委 員 会 の 報 告

 （産業建設常任委員会と厚生常任委員会の連合審査会より）

○  日野町空家等対策推進協議会  を設置　

　空家等対策を推進するために、特別措置法に基づき危険空家対策計画の策定および公的利
活用等の措置について、必要な調査審議を行う。（委員：地域区長、学識者、建築、商工会、
法務弁護士等の８名）

○   日野町地域福祉・健康づくり・食育計画策定委員会（第３次プラン H28～ R２の５ヶ年計画）を
  　 日野町地域福祉計画策定委員会  と  日野町健康づくり・食育計画策定委員会  に分割設置

　令和３年度から令和８年度の６年間の計画を策定するために、令和元年度・２年度に策定する委員会

 （産業建設常任委員会より）

○公共下水道特別会計が地方公営企業法により公営企業会計に移行するとどうなるの？

　将来にわたり持続可能な経営を確保するために、経営基盤の強化を目的としながら、水道・下水道事
業の広域化、共同化計画による事業の民間活用を推進しようとするもの。（令和２年４月１日から施行）

 （厚生常任委員会より）

○旧愛東町・湖東町が、し尿・浄化槽汚泥の処理場クリーンぬのびき衛生センターに参入！

 ・ 日野町への影響は、2.74％の軽減（約 500 万円程度軽減）
 ・ 加入時の特別負担金、5,149万６千円（11.12％）を東近江市より八日市布引ライフ組合に納入
 ・ 愛東・湖東区域を加えても処理能力30.9％の水準で、余裕あり（令和２年４月１日から施行）

○幼保無償化による来年度幼稚園保育所申込み状況は？

 ・保育所とこども園長時間部は今年度 458 人、来年度 531 人の申込みで 73人の増
 ・幼稚園とこども園短時間部は今年度 269 人、来年度 251 人の申込みで 18人の減
 ・ 特に、０・１・２歳児の保育所への申込みが定員を上回っている。

◎平成 31年度幼保入所承諾・許可と令和 2年度幼保入所申込み状況の比較（R１年 11月 28日現在）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

保育所
（５園）

H31 35 55 69 80 73 76 388
375

R 2 50 85 80 82 93 83 473

認定こども園
（長時間）

H31 6 11 17 14 9 13 70
90

R 2 1 12 12 13 9 11 58

保育所
合　計

H31 41 66 86 94 82 89 458
465

R 2 51 97 92 95 102 94 531
0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

幼稚園
（４園）

H31 ― ― ― 79（9）94（17）75（14） 248（40）
540

R 2 ― ― ― 50（7）88（15）96（29） 234（51）

認定こども園
（短時間）

H31 ― ― ― 8 7 6 21
30

R 2 ― ― ― 3 7 7 17

幼稚園
合　計

H31 ― ― ― 87 101 81 269
570

R 2 ― ― ― 53 95 103 251
（　）内は、日野幼稚園預かり保育、必佐幼稚園緊急預かり保育の合計
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こ こ に 注 目 ！ 委 員 会 の 報 告議会を身近に♯７　議員は普段何しているの？

　
議
員
と
い
う
と
定
例
議
会
や
臨
時
議
会
、
各
種
委
員
会
な
ど
に
出
席
し

て
会
議
を
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
日
野
町
に
お

け
る
定
例
議
会
は
当
初
予
算
を
審
議
す
る
３
月
議
会
に
始
ま
り
、
６
月
、

９
月
、
12
月
と
年
に
４
回
開
催
さ
れ
、
他
に
数
回
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
議
員
の
中
に
は
そ
れ
以
外
に
も
知
識
を
深
め

た
り
見
分
を
広
め
る
た
め
に
、
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
、
視
察
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
声
を
聞
い
て
現
地

視
察
や
県
、
国
な
ど
に
要
望
に
赴
く
人
も
い
ま
す
。

　
今
回
は
議
会
以
外
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

普
段
の
議
員
活
動
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？

【
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
】

　
大
津
市
の
唐
崎
に
は
公
益
財
団
法
人
・
全
国
市
町
村
研
修
財
団
が
運
営

す
る
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
年
間
を
と
お
し
て
様
々
な
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

全
国
の
自
治
体
か
ら
職
員
や
議
員
が
集
ま
っ
て
自
治
体
運
営
に
つ
い
て
の

講
義
や
演
習
を
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
研
修
で
は

滋
賀
県
内
を
は
じ
め
全
国
の
議
員
や
自
治
体
職
員
と
交
流
を
深
め
る
事
が

出
来
る
た
め
、
他
の
地
域
で
の
自
治
体
運

営
に
関
す
る
事
例
な
ど
も
教
え
て
も
ら

う
事
が
出
来
ま
す
。
日
野
町
議
会
議
員
の

中
に
は
年
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る

人
も
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
政
党
の
公
認
議
員
の
中

に
は
、
政
党
が
主
催
す
る
講
演
会
や
勉
強

会
に
熱
心
に
参
加
し
て
い
る
人
も
あ
り

ま
す
し
、
各
種
団
体
が
主
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
議
員
も
い
ま
す
。

全国市町村国際文化研修所

【
地
域
住
民
の
困
り
ご
と

な
ど
へ
の
対
応
】

　
生
活
や
道
路
、
農
業
問
題
な

ど
、
地
域
住
民
の
様
々
な
困
り

ご
と
や
相
談
事
に
も
議
員
は
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
町
議
会
議
員
は
国
会
議

員
や
県
議
会
議
員
に
比
べ
て
住

民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
乗
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、

地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る
身
近

な
町
議
会
議
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
県
や
国
へ
の
要
望
活
動
】

　
県
や
国
へ
の
補
助
、
支
援
な

ど
の
要
望
活
動
を
、
町
行
政
や

県
会
議
員
、
国
会
議
員
な
ど
と

一
体
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
県
条
例
や
法
律
の
緩

和
、
改
正
な
ど
の
要
望
書
、
意

見
書
な
ど
の
提
出
を
は
じ
め
、

町
民
生
活
が
安
心
で
豊
か
に
な

る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

近
江
日
野
農
産

物
加
工
施
設
を

視
察
す
る
日
野

町
議
会
議
員

（
11
月
21
日
）

武
田
良
太
国
家
公
安

委
員
長
に
信
号
機
設

置
の
要
望
を
行
う
杉

浦
議
長
と
谷
副
議
長

（
11
月
14
日
）

企
業
代
表
の
方
と
共

に
滋
賀
県
知
事
に
要

望
活
動
を
す
る
日
野

町
議
会
議
員

（
10
月
23
日
）

 （産業建設常任委員会と厚生常任委員会の連合審査会より）

○  日野町空家等対策推進協議会  を設置　

　空家等対策を推進するために、特別措置法に基づき危険空家対策計画の策定および公的利
活用等の措置について、必要な調査審議を行う。（委員：地域区長、学識者、建築、商工会、
法務弁護士等の８名）

○   日野町地域福祉・健康づくり・食育計画策定委員会（第３次プラン H28～ R２の５ヶ年計画）を
  　 日野町地域福祉計画策定委員会  と  日野町健康づくり・食育計画策定委員会  に分割設置

　令和３年度から令和８年度の６年間の計画を策定するために、令和元年度・２年度に策定する委員会

 （産業建設常任委員会より）

○公共下水道特別会計が地方公営企業法により公営企業会計に移行するとどうなるの？

　将来にわたり持続可能な経営を確保するために、経営基盤の強化を目的としながら、水道・下水道事
業の広域化、共同化計画による事業の民間活用を推進しようとするもの。（令和２年４月１日から施行）

 （厚生常任委員会より）

○旧愛東町・湖東町が、し尿・浄化槽汚泥の処理場クリーンぬのびき衛生センターに参入！

 ・ 日野町への影響は、2.74％の軽減（約 500 万円程度軽減）
 ・ 加入時の特別負担金、5,149万６千円（11.12％）を東近江市より八日市布引ライフ組合に納入
 ・ 愛東・湖東区域を加えても処理能力30.9％の水準で、余裕あり（令和２年４月１日から施行）

○幼保無償化による来年度幼稚園保育所申込み状況は？

 ・保育所とこども園長時間部は今年度 458 人、来年度 531 人の申込みで 73人の増
 ・幼稚園とこども園短時間部は今年度 269 人、来年度 251 人の申込みで 18人の減
 ・ 特に、０・１・２歳児の保育所への申込みが定員を上回っている。

◎平成 31年度幼保入所承諾・許可と令和 2年度幼保入所申込み状況の比較（R１年 11月 28日現在）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

保育所
（５園）

H31 35 55 69 80 73 76 388
375

R 2 50 85 80 82 93 83 473

認定こども園
（長時間）

H31 6 11 17 14 9 13 70
90

R 2 1 12 12 13 9 11 58

保育所
合　計

H31 41 66 86 94 82 89 458
465

R 2 51 97 92 95 102 94 531
0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

幼稚園
（４園）

H31 ― ― ― 79（9）94（17）75（14） 248（40）
540

R 2 ― ― ― 50（7）88（15）96（29） 234（51）

認定こども園
（短時間）

H31 ― ― ― 8 7 6 21
30

R 2 ― ― ― 3 7 7 17

幼稚園
合　計

H31 ― ― ― 87 101 81 269
570

R 2 ― ― ― 53 95 103 251
（　）内は、日野幼稚園預かり保育、必佐幼稚園緊急預かり保育の合計
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　空家等対策を推進するために、特別措置法に基づき危険空家対策計画の策定および公的利
活用等の措置について、必要な調査審議を行う。（委員：地域区長、学識者、建築、商工会、
法務弁護士等の８名）

○   日野町地域福祉・健康づくり・食育計画策定委員会（第３次プラン H28～ R２の５ヶ年計画）を
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 （産業建設常任委員会より）

○公共下水道特別会計が地方公営企業法により公営企業会計に移行するとどうなるの？

　将来にわたり持続可能な経営を確保するために、経営基盤の強化を目的としながら、水道・下水道事
業の広域化、共同化計画による事業の民間活用を推進しようとするもの。（令和２年４月１日から施行）

 （厚生常任委員会より）

○旧愛東町・湖東町が、し尿・浄化槽汚泥の処理場クリーンぬのびき衛生センターに参入！

 ・ 日野町への影響は、2.74％の軽減（約 500 万円程度軽減）
 ・ 加入時の特別負担金、5,149万６千円（11.12％）を東近江市より八日市布引ライフ組合に納入
 ・ 愛東・湖東区域を加えても処理能力30.9％の水準で、余裕あり（令和２年４月１日から施行）

○幼保無償化による来年度幼稚園保育所申込み状況は？

 ・保育所とこども園長時間部は今年度 458 人、来年度 531 人の申込みで 73人の増
 ・幼稚園とこども園短時間部は今年度 269 人、来年度 251 人の申込みで 18人の減
 ・ 特に、０・１・２歳児の保育所への申込みが定員を上回っている。

◎平成 31年度幼保入所承諾・許可と令和 2年度幼保入所申込み状況の比較（R１年 11月 28日現在）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

保育所
（５園）

H31 35 55 69 80 73 76 388
375

R 2 50 85 80 82 93 83 473

認定こども園
（長時間）
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R 2 1 12 12 13 9 11 58

保育所
合　計

H31 41 66 86 94 82 89 458
465

R 2 51 97 92 95 102 94 531
0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計 定員

幼稚園
（４園）

H31 ― ― ― 79（9）94（17）75（14） 248（40）
540
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認定こども園
（短時間）
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30

R 2 ― ― ― 3 7 7 17
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令
和
最
初
の
新
年
、
皆
様
に
は
ご
壮
健
に
て
お
迎
え
に
な
ら
れ
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
が
「
議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
皆
様
か

ら
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
全
員
が
、
新
た
な
気
持
ち
で

議
会
改
革
・
議
会
活
性
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
一
方
、
町
の
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
国
・
県
・
町
道
の
道

路
改
良
な
ど
交
通
網
整
備
を
始
め
、
近
江
鉄
道
の
存
続
に
つ
い
て

対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
国
・
県
へ
皆
様
の
熱

い
思
い
を
伝
え
る
た
め
の
陳
情
活
動
は
最
も
重
要
な
時
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
国
務
大
臣
の
武
田
良
太
国
家
公
安
委

員
長
に
、
町
内
に
新
設
が
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
信
号
機
設
置

を
、
ま
た
国
土
交
通
省
に
は
出
雲
川
河
川
改
修
、
空
家
対
策
の
要

望
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
行
政
と
議
会
が
ワ
ン
チ
ー
ム
で
各
省
庁

や
政
権
与
党
に
、
実
り
あ
る
陳
情
を
足
し
げ
く
行
っ
て
い
く
事
を

私
か
ら
町
長
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
所
、
交
通
事
故
や
事
務
的
ミ
ス
、
体
育
施
設
の
管
理
不
備

で
住
民
が
負
傷
す
る
事
件
が
続
き
、
管
理
者
の
責
任
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
、
長
時
間
残
業
や
サ
ー
ビ

ス
残
業
も
あ
り
、
働
き
過
ぎ
に
よ
る
過
労
か
ら
健
康
面
に
不
安
を

感
じ
る
職
員
も
あ
り
ま
す
。
健
全
な
身
体
で
健
全
な
行
政
事
務
を

執
行
す
る
よ
う
に
見
守
る
の
も
議
会
の
務
め
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
福
祉
向
上
に
知
恵
を
絞
り
汗
を
か
き
、
合
わ
せ
て

監
視
機
能
強
化
に
全
員
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。

議長 杉浦 和人

　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
第
９
号
の

発
行
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
議
会
だ
よ

り
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
今
回
か
ら
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
意
見
交
換
会
に
出
席

い
た
だ
い
た
記
事
を
掲
載
し
、
身
近
に

感
じ
興
味
を
持
っ
て
ご
愛
読
い
た
だ

け
る
議
会
広
報
誌
と
な
る
よ
う
編
集

し
ま
し
た
。

　
次
回
号
よ
り
、
表
紙
写
真
を
み
な
さ

ん
か
ら
募
集
し
、
さ
ら
に
住
民
参
加
の

広
報
誌
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
齋
藤
　
光
弘
）
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広
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員
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　委
員
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堀
江
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　副
委
員
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後
藤

　勇
樹

　
　
　委
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齋
藤

　光
弘

　
　
　委
員

　
　
　
　

 

加

　和
幸

　
　
　委
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髙
橋
源
三
郎

　
　
　委
員 

山
本

　秀
喜

　
　
　委
員 

野
矢

　貴
之

議

長

コ

ラ

ム
ワ
ン
チ
ー
ム
で
対
応

＊
「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
す
る
ご
意
見
募
集
中
！
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
郵
送
・e-m

ail

ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
持
参
願
い
ま
す
。
　

～「議会だより」の表紙を飾る～　写真を募集します!!
募集写真

～わがまち日野・春～
時節に合った人物、四季折々の
風景やお祭り、地域行事等イベ
ントの写真。

応募資格
日野町在住、在勤または在学の
方。１回の応募につき、一人３
点まで。

応募規定
町内で概ね１年以内に撮影した
もの。撮影者に著作権があり、未
発表・未公開のオリジナル作品。

〇別途、募集要項をご確認の上、応募用紙と写真を日野町議会事務局まで送付ください。
〇提出期限：４月10日（金）（５月15日発行の議会だよりに掲載予定）　　　　　　
〇日野町議会ホームページに要項を掲載中です。
　「日野町議会」で検索しアクセスしてください。　　
〇各種お問い合わせ：日野町議会事務局
　【電話】0748-52-6551【FAX】0748-52-2044
　【Ｅメール】gikai@town.shiga-hino.lg.jp

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報特別委員会

〒 529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目 1 番地
☎︎ 0 7 4 8 - 5 2 - 6 5 5 1 　 F a x  0 7 4 8 - 5 2 - 2 0 4 4
ホームページ http://www.town.shiga-hino.lg.jp   メール gikai@town.shiga-hino.lg.jp


